
佐賀県文化財調査報告害 第117集

佐賀県農業墓盤整備事業に係る

文化財調査報告書 11 

1993年3月

佐賀県教育委員会



佐賀県農業基盤整備事業に係る

文化財調査報告書 11 

1993年3月

佐賀県教育委員会



はじめに

この報告行は、佐賀県農業碁盤整憐事業の実施に先立ち、埋蔵文化財の確認調査を行なった

結果についてまとめたものです。

県教育委員会では、文化財の保護と農業生産基盤の整偉事業との調整を図るため、事業実施

に先立って確認潤査を行い、その結果に碁づいて文化財の保護行政を進めております。

平成3年度につきましても関係各位のご協力のもとに、事業計画予定地内における埋蔵文化

財の存否について確認調査を行なったところ、縄文時代から近世に至る多くの遺跡の存在が確

認されました。この調査結果を踏まえ、県及ぴ関係市町村の農林担当部局との間で文化財の保

護と農業基盤整偏事業との調和1こついて協謙し、関係各位の御努力によって多くの遺跡を後世

に伝えるとともに発掘調査による記録保存が可能になりました。

また、同時掲載しております発掘調査の記述については、平成2年度に実施した確認讀査に

よってその所在を確認した遺跡のうち、碁盤整偏の設計変更等による文化財の保護措置を尽く

した結果、最終的に平成3年度において発掘調査に至ったものの概要報告であり、その潤査成

果の一端を紹介するものです。

調査にあたって 、 文化庁 ・ 県農林担当部局 • 閲係市町村の教育委U会・土地改良担当課並ぴ

に地元の行様から賜った深い御理解とご協力に対し、 心からお礼申し上げます。

平成5年3月31日

佐賀県教脊委貝会

教脊長堤 清 行



例 言

）．本苔は国阜補助を受け、平成3年度及ぴ翌4年度に施工計画の佐賀県農粟基盤整偏事業に

先行して、平成3年度に実施した確認潤査並ぴに発掘閾査の成米をまとめたものである。

2. 確認調査は関係市町村教行委只会の協力を得て、佐沢県教育委貝会が実施した。

3. 遺構の実測及び写真扱影は各詞査只が行った。

4. 逍物の整理・実測・製図 ・報告苔作成作業は佐笠県教行委貝会文化財課で行った。

図面 ・写兵のレイアウト、 トレース

三好文子 ・上潤光子 ・江島美恵子・山口美佐子

5. 本苔の執策は I・II・Vを森田が行い、川・ JVについては、各関査担当者より提出 された

「確認詞査結果報告苔J並びに「発掘潤査実籟報岩苔Jを引用し、一部加罪した。なお各潤

査担当者には必要に応じてご教示をいただいた。

6. 本密の編集は、森田が担当した。

凡 例

I. HIいた方位は地図が座標北、遺構図は磁北である。

2. 挿凶中の記号で、 ■は遺構・造物包含附が検出された試掘溝 （坑）

口は遺構・逍物包含層が検出されなかった試掘溝 （坑）を示す。
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I. 調査に至る経過

1. 平成4年度施行予定の農纂基盤整偏事纂計画に伴う文化財確認綱査

(1)農集基盤整備事業筋行計画に係る協謹

本県においては、県農林部所管及ぴ市町村所管の農業基盤整偏事業に係る埋蔵文化財の保援

については、 If,¥.農林部と原教行委U会との間で確認した「農業碁盤整信事業に係る埋蔵文化財

の保設に関する確認事項J(昭和53年締結、昭和59年改正）に基づき 、協議調整を行っている。

平成3年度農業基盤整偏事業施行計画については、平成3年9月下旬に農地整佑諜・農業捩

興課 ・述設鉱害謀から施行予Ji:::地の図面を添え、文化財課に協議があった。

この施行計画に係る埋蔵文化財確認謁査の対象面積は合計885.7haに達した。地区別で見る

と、佐買東部地区 (A栖市 ・中原町 ・三根町・上峰町 ・神崎町・千代1I1町・秤掻村・ 三瀬村）

288.5ha、佐質西部地区（佐賀市・多久市 ・川副町・小城町・ 訂士町） 409.Gha、佐'!'t南部地区

（武雄市 ・山内町 ・大町町・江北町・福1J町） 40.3ha、佐賀北部地区（伊万里市 ・酉有1I1町・

相知町・厳木町・七山村）96.lha、佐賀上場地区 (f.lf津市・鎮西町 ・玄海町・肥前町） 51.2ha 

である。l関係する只栗基盤整信事業として、県営枷場整偉事業 ・干拓地等農地整偏事業 ・県営

土地改良総合整偏事業 ・団体営J.lll場整偏事業 ・団体営土地改良総合整偏事業をはじめ、農業構

造改菩事業 ・山村板興農林漁業対策事業 ・農業整伺事業 ・農地等鉱害復旧事業 ・民有林林辺開

設事業など多岐にわたっている。

また九州農政局所管の、困営上場水利事業に伴う文化財の取り扱いに関する協議 （唐津市・

鎮西町・玄油町・肥前町）、水沢源開発公団所管の筑後川下流J1l水事業に伴う文化財協議 （上

峰町）もなされた。

(2)文化財確認関査

協議を受けた事業at固地区 （エ区） の設計図に関して、まず工区内に周知の文化財が存在し

ているかどうかを遺跡地図等によって確認するとともに、関係Hi町村の文化財担当専l"l霰nか

ら埋蔵文化財に関する情報の収集を行うほか、遺跡が立地し得るn然条件にあるかどうかといっ

た点も含めて、事前の検討作業を行った。

そして、各事業計画地区について、関係市町村教行委貝会の文化財担当駁Uとともに現地踏

査を実旋して検討を頂ね、その資料を基に確認潟査が必要な地区 ・地点（表 l)を決定した。

確認調査の実施にあたり、関係市町村の教行委且会 ・土地改良担当既・及び県只林部の関係

諸謀 ・各農林事務所との「平成4年度農業基盤整偏事業に係る文化財の保渡に関する協議会」

（第 1回）を、県教行委員会の主催により上楊地区については10月15日、下場地区については

10月17日にそれぞれ開催した。協議会においては全体協議の後、市町村餅に関係者による個別

協譲の場を設け、事業計画の概要説明、現地踏査等の検討結果の報告、確認祖査の円滑な実施
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等に当たっての打ち合わせを行った。

文化財確認湖査は、上場地方及び西松浦郡等の稲刈りが早く終了する市町村では10月下旬か

ら1叩J始し、その他の市町村でも麦の種蒔き時期との関係で、 II月中旬までには実施した。確認

瀾査には、原則として 2mX2mの試掘溝 （トレンチ）を20m間隔に基盤目状に設定し、埋蔵

文化財の有無、性格、分布範囲等を潟査する方法を採川した。

(3)農集基盤整備事業と文化財保護に係る協謹

潤査によって事業計画地 （エ区）内で確認された遺跡は、佐賀東部地区300,SOOnf、佐賀西部

地区166,383nf、佐買!ti部地区7,300m'、佐賀北部地区0m'、佐賀上場地区4,110m'の合計478.293

,tfである。

この確認調介の結果のもとに、関係市町村教行委n会が主体となって個別協譲を実施し、基

盤整伯工事が遺跡に影響を及ぼす地点については、水路位置の変更・盛土による田高面の店上

げ、 li!II場の区画変更等の設計変更を中心に、技術的・経済的に可能な保存方法を検討し、事業

計画と文化財保渡に関する調整を図った。この間、 R林側には数度にわたる設計変夏に関して

積極的に対処していただいた。

このような個別協議を経て、 12月20日に第2回目の「農業基盤整債事栗1こ係る文化財の保護

に関する協議会Jを開催し、平成4年度の事業計固と文化財保渡との最終的な調整を行った。

この結果、逍踏の存在が確認された地区の大部分については盛土工法等の採用による遺跡の

現状保存が可能となり、 一方工法上保渡措謹が困羅な地区 (77,633m')については平成4年度

に兌掘閾企を実施して記銑保存を行う ことになった。

また平成 3年度に関係市町村教行委員会が実施した発掘謁査 （表2)は、 平成 2年度に確認

調査を実施し、農業基盤整偏事業担当部局との協議を経た結果、 記録保存で対応することになっ

たものの一覧である。
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表 1 農業基盤整備事集施行予定地区内文化財確認闘査一貸表 （平成 3年度実施）

地区 市町村名 工m地区名 所 在 地 11認調査対象面積 (ha) 貫 査 柘 呆 調査担当打 偏 考

島栖市 “栖北郁 (2エ区） 9栖市牛原町字前田 14. 切 弥生峙代 （中期） ～中世集裕跡 阿 内

鳥栖北郎（牛原前EB) 々 牛既町字前田 2.1 古墳、中世集濱路 石 梃 牛原前田遺跡． （山浦 ） 々 IU浦町字＝本谷 6.1 遺跡は確認されなかった 令

ぷ栖西懇（立石 ） ， 立石rrr字惣窯 20.5 縄文・古墳•2代墳墓、古代～中世集沼跡 令 惣楽遺跡

中原町 中原北藁 (u,m> 中原町大字蓑原字菖々喰・文ノ漏 20 古墳吋代評集頃 太 田 山田古項群

ク （原古賀） 令 大字駁古貿字七本!.¥¥木 3 遺跡は確認されなかった • 
佐賀東郁地区 令 （蓑原） ． 大字葦原字請田・植松他 20 弥生時代集落胚 々 賓匝遺筋

中原用郎 （原古nl 令 大字訳古責 II 遺構はほとんど削平をうけていると考えられる 松 尾

三根町 大苔寺北菰 三桟町大字天込寺字五木黒＊ 12 中世の集枯跡 池 田 土井外A遺跡

三 田）II鑢 （三根 ） • 大字寄人字Tの壺 0.8 遺跡は確認されなかった 々

上峰町 上 峰 北 部 上峠町大字堤 18.2 縄文時代～中世集裕跡 鶴田・ l);(fll 八壽遺跡

神填町 横 武 神塙町大字横武 6 中世集裕 （城 ）跡 桑 厭 慣武城

千代田町 予• 代 出 千代田町大字下板・渡瀬・柳島 70 中世集硲跡 堤 樽島遺跡

佐買市 久保泉東部 佐双iii久保泉町大字JII久保 9.8 古代～中世集慾跡 誼
＂ 

前田遺跡

久保呆西部 令 久保泉町大字Ill久保 39 古墳時代～奈良時代集絹跡 • ボ井手 ・琵琶尿遺跡他

久保泉隋部 ク 久保泉If大字下和呆 16 遺跡は確認されなかった ク

金 立 甫 祁 々 金立町大字干布 31.6 弥生印代 ・中世集沼跡 西田 干布二本松遺笠

金 立 北 邸 ク 金立町大字千布 17.5 弥生的代～古墳時代梨枯跡 令 大野床・野田遺跡

嘉 漏 み 嘉讚町大字萩Jt.鍋烏町大午森m 14.7 中l!t-近世遺物包含層 徳 宣

誡 西 第 l ク 西与賀町大字厘外 18 遺跡は瑾認されなかった 也p,;.廿本

械 西 第 2 9 本庄町大＊正里•本庄 37 中世～近11t遺物包含層 • 
佐賓西部地区

ク 北)II覇町大字江上舷敷田北 Ill 覇 19 •l• ·l!I: 集落跡 角 福濱寺搭 • 江上餌趾

巨 勢 令 巨勢町大字修現田 18.7 遺跡1れ璽認されなかった 福 田

兵 庫 lfl 部 ク 兵庫町大字瓦町 38.5 弥生峙代ー lヽ>llt集裕跡 • 忠兵衛屋敷・千住遺跡

江 屈 令 鍋島町八戸溝 40.2 中世染落烙 前田・角 大西屋敷遺跡

/II Ill 町 Ill 刷 中 部 Ill闊IIJ大字洒古賀 0.5 遺跡は確認されなかった 天 本

Ill 副 北 綿 令 大字隋見 20 遺跡は確認されなかった や

多久市 山 頭 多久市北多久町大字多久瓜 0.6 中世遺物包含JII 平 嶋

富士町 宦~ ＊ 富士町大字酉木 2.7 遺跡は帷認されなかった 松 尾 延長595m

武雄市 焦 牟 Ill 武武内町大字真手野 3 近世 (17恨紀前半頃）の窯跡物瓜 原 EU 七1111窯跡
佐賀冑部遍区

大町町 神 山 大町11T大字大町今寺 10.24 中世～近世集裕跡 甕 t! 今寺遺跡

伊万ll¥市 牧ノ嬌 ， 立岩 伊万里市1W代町大字久原、大キ立岩 30 遠跡は確認されなかった 船 井

佐＂北部地区 中 且 ク ニ昆町大字中里 20 携地整理により遺跡は墳されていると恩われる 荒 谷 内ノ馬場遺跡

西 ~i Ill町 立 部 西布m町大字大木乙 1.2 遺跡は確認されなかった 宮 崎 壁岩遺跡

唐淳市 鋭 山 唐津市鍵字大平、半田字大巽 廷長850m 遺踪は確認されなかった 出 岱 錢tU山頂遺鯰

湊 ● 湊町字松本 延長400m 遺跡は確認されなかった 令

訊西町 赤玉毛 I 区 鎮西町大字名護屋字神ノ木 9.2 遺跡は羅認されなかった 明 瀬

麦 訊 4 大字名護屋字飯塚・神出・古 18.5 遺路は確認されなかった 視苑 ・明瀾 這 還路廷長1,700m

佐賀上場遁区 野 中 ヶ 馬濱島字平戸峰 ，柳ケ谷 遺跡は削平されている 掘 苑 馬湯ノ辻遺絋 ・切立遺跡

打 上 ケ 大キ打上字西潤山 298rrl 土墳 l基を検出 令 凍沿山遺鷲1-0,置、尾箱遺跡

玄瀑町 ＊ 島 玄潅町大字牟形字大ん 398.8~ 旧石器～縄文町代遺物包含層 有 光 野高山遺跡

ホ 形 令 大字牟形キ稗m 0.24 遺跡は確認されなかった 令

肥前町 嘉 緩 肥前町大字切木キ嘉蘊甲 0.1 旧石昏～縄文＂代遺物包含層 藤 井 野高I~遺跡
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表 2 平成 3年度 農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘翡査一覧表

地 区 市町村名 遺 跡 名 略 号 所 在 地 製査面積 潤査 主 体名 謁査担当者 遺 跡 の 内 容

佐 灯東部 鳥柄 !If I. 山田遺跡 TYM 島栖市立石町字吉ば 740 ぶ栖市教行委貝会 石橋・陣内 古墳時代墓馳

2. 牛原前田遺跡 FUM ク 養父町キ前田 12.000 • • 縄文時代～中世集箔跡•項慕

• 中瓜町 3. ill, 精大塚古れ OTK 中原町大字厭古賀字二本松 1,100 中訊町教育委貝会 太 田 古墳時代墓地

4. 拾惚遺跡 JTK • ． 字岩崎 6,800 ， ク 縄文時代～奈良時代集裕跡

，， 三 根町 5. 土井外遠跡 DHA・DHB 三根町大字天述寺字五本累木 1,o,io 三根町教行委只会 池 m 中世集落跡

々 上 峰町 6. 八羅遺跡 YTO 上峰町大字堤字迎ば 15,000 上峰11J教脊委只会 匝 出 縄文時代～奈良時代集落跡

ク 東行担村 7. J:. 石動遺跡 KIN 東升振村大字石勁字119木黒木ほか I, 泌 束脊担村敦冑委員会 久 保 古墳峙代集落跡，墓地、中世集惰跡

， 神埼町 8. 塚原遺跡 TKR 神埼町大字尾崎字塚阪 4, 濶 神埼町教で委員会 八 尋 旧石路時代～弥生時代 ・古代集搭跡・墳墓

9. 小林遺跡 KBY • 大キ届崎キ小林 2,000 々 桑 訊 弥生峙代 ・古代・中世集落

10. 祇園原遺跡 GBR 9 大字尾崎字祇団阪 3.500 ク 河 野 弥生時代～古墳問代、古代・中世集裕跡

II. 野8遺跡 NBT • 大字尾崎字野畠 250 令 桑 原 古代道路 (1J道）跡

12. 轡田遺跡 K8Y 々 大字尾崎字愕田 1,500 ケ • 近世集落蔭

13. 馬郡遺跡 MGJ • 大字鶴字枝町 215 々 々 弥生時代集務跡

佐買匹邸 佐賀市 14. 宿野遺跡 SKN 佐賀市久保泉町大字下和泉 10. ⑱0 佐賀市教廿委貝会 前田・山口 縄文雌代包含1i1、奈良時代～中世集落跡、平安時代墓地

15. 笈木野遺跡 SGN 々 久保泉町大字上和泉 2.340 • 角 弥生時代墓地、古墳昧代・ ,,,世・近世集裕跡

16. 琵琶原遺跡 BWB 々 久保泉町大字JIJ久保 780 • • 縄文時代包含層亀弥生時代・近世集落跡

17. 大野原遺跡 ONR • 金立町・火字千布 3,849 ． 西 田 弥生時代ー奈良時代集落跡

18. 千布＝本黒木遺跡 CNK ク 金立町大字干布 2,100 ， • 弥生昨代・中世集預跡

19. 牟田奇遺跡 MTY ク 兵J!ll町大字瓦町 4,875 • 褐 田 弥生時代一古墳時代集落跡

20. 観音遺跡 KAN 々 北川劉町大字光法 480 • 角 巾t仕～近世集裕邸

• 多久市 21. 高木/II内遺跡 TKG 多久lli北多久町大字小侍 750 多久市敦打委員会 平 烏 中世集落踪

． Ill 勘町 22. 上早一本松遺聴 KIM 川闊町大字阜津江 500 川副町教甘委只会 古 本 ＇ 
佐賀隋部 白石町 23. 遠江一本松籠遺跡 TIM 白石町大字遠ノ江字一本松籠 130 白石町教育委員会 渡 辺 中世～近世墓地

24. 憂山遺跡 TMY ク 大字馬洗字属洗 1,265 • ＇ 弥生峙代～古頃町代 ・近世集硲跡

筑後)II下流
上峰町 25. 坊所三本松遺跡 BJS 上峰町大字坊所 泣0 佐賀県教打委員会 小 松 縄文時代・弥生時代・奈良酵代集裕跡

用水 事業
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II . 調査組織

l. 讀査主体

佐買県教行委貝会 （事務局：文化財課）

2. 総括

耶務局長：高i・ふ忠平（文化財課長）

ク次長：中牟田賢治 （文化財謀長補佐） •西村貞幸 （文化財課長補佐）

3. /,!!; 務

永松和久 （文化課庶務企圃係長） 濱野惰子（文化諜庶務企画係主査）

小林宜洋 （文化課庶務企画係主査） 松瀬 弘 （文化課庶務企画係主りq

4. 謁企

調査主任：天本洋- (文化財課指導係長）

潤査 fl: 松尾吉窃・樋口秀俯•徳訂則久•吉本健一 （文化財課指導係）

小松譲 （文化財課詞査係）

福田義彦 （佐賀市教有委員会） 前田達男 （佐買市教育委只会）

西田巌 （佐n市教行委H会） 角信一郎 （佐'l'lrli教行委只会）

山ロ一郎（佐賀市教Yf委且会） 田島龍太 （厨津市教行委n会）

石怯新次 (.~栖市教背委員会） 陣内旗光 （島栖市教行委只会）

平鵡文博 （多久市教行委且会） 船井向洋 （伊万里市教脊委n会）

荒谷義宮（伊万里市教有委H会） 原田保則 （武雄iii教脊委只会）

桑原宰則 （神埼町教行委U会） 河野史郎 （神埼町教行委且会）

堤安信 （千代田町教育委U会） 久保伸洋 （束行振村教行委U会）

太田 睦 （中原町教行委U会） 池田光一（二根町教行委U会）

鶴田浩二 （上蜂町教'(_-f委R会） 原田大介 （上録町教行委n会）

籐井浩司（肥前町教育委員会） 右光宏之 （玄海町教育委n会）

明瀬慎吾 （鎮西町教行委H会） 堀苑孝志（鎮西町教脊委貝会）

宮崎光明 （西有田町教育委且会） 渡部俊戟 （白石町教脊委n会）
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5. 調査協力

佐買市教育委員会 唐津市教育委貝会

多久市教育委貝会 伊万里市教行委月会

川副町教育委月会 神埼町教行委員会

三根町教育委貝会 上峰町教'l'.1委n会

玄海町教育委月会 鎮西町教行委貝会

大町町教育委貝会 白石町教脊委H会

九州農政局上場只業水利庫業所

九州農政局伊万里開拓迅設事務所

水打源開発公団筑後Ill下流用水述設所

佐'l'l~具只林部

-~ 栖市教育委貝会

武雄市教脊委且会

中原町教行委貝会

肥前町教育委貝会

西布田町教育委月会

土地改良課 只地整偏謀 建設鉱害課 農業板興課 林務課

佐竹中部農林事務所 唐津只林事務所 ,!)栖農林事務所

伊万里R林串務所 武雄農林事務所 鹿品農林事務所

各市町村土地改良担当課 各市町村土地改良区 地元各位
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皿平成3年度文化財確認調査の内容
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I. 調査対象地区名
.f.~ 栖市 “栢北部地区 (2エ区）

（エlJI区名）

2. 調査対象地所在地 “栖市牛原町字lii/111

3. 閾査対象面積 (ha) I 4. 9 7 h● 

~. 溝在担当者 瓜柄市教＃委且会事務史n陣内康光

5. 潟査期!Ill 平成3年 I0月23「,-平成3年 II月SR(8.5RIIIJ) 

6. 調究対象地区の 群石山1♦1脆の大和I I と安良Ill に狭まれた段丘J:に立地する。この巾位

立地 段丘は北から1+.1に向けて狭やかに傾斜し、潟w.地の探店は約50m-
40mを渭る。対象地はほぼ全て水田として利用されており、北から

南に向けて水路がiiliる。

7. J~J辺の遺跡及び 対象地区の立地する中位段丘から低位段丘にかけて、ほぼ全ての地域

遺跡の内脊 において遺物の散布が見られる。詳石山南脱には、都谷古れ辟・ 'l"-J,(
古れ群 ・割石古項群などの群染れが{-f在すふさらに人t籾沿打ば し

ては付近に塩塚古 ・稲塚古Jf¥f!fが存在する。

8. 調査方法
掘削機と人力により、水路予定部と削平予定部に I2 4箇所の試掘を

行った．

9. ・検Lil遺構 6 4ケ所の試掘溝から遺物及び遺溝が検出された。

i 
住居跡と思われる遺情は I4ケ所から確認され｀その分布密段は調介

範圃の東側部分に濃い。これに対し洒開部分では古11'1の ・部と考えら

れる迅構が合計9ケ所から検Illされた。

・出七遺物 弥生土岱 ..・:.J:l・甕 ・窃杯

土 師岱 ．．．杯

須恵岱． ．． 杯・謀杯 ・吏

10. 所見 対象地の東謂部分は弥生時代•I••期から古代・中世にかけての集落跡となる可能

その他 性が窃い。時期の中心はその出土遺物から古れ時代後期となろう。

西側部分は後期群集項が分布していると息われるが、その数など詳細は、 lit.丘
の残るものが道塚以外には無いため、不明である 。 なお百道極の~Ji膏は今[ii)の試

掘の結朱、 t至約25 mであることが判明した。

遺物の推定面積は東開西1111を合わせて9. 8 8ヘクタールである。
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I. 調査対象地区名
店栖市 、(¥柄北部地区 （牛原地区）

（エZJHを名）

2. 潤査対象地所在地 -~ 栖iii牛原町字前田

3. 潤査対象面積 (ha) 2. I ha 

4. 洞査担当者 ,I'.}栖市教行委目会事務史貝 石橋新次

5. 潤査期間 平成3年6月26日_平成3年6月27日 (2日間）

6. 瀾査対象地区の 標窃約50mの北から惰へ伸びる中位段丘上に立地する。

立地 内に浅い谷がT材からl't入する。現在すぺて水mとLて利用されている。

7. 周辺の遺跡及び 対象地区は、尉知の遺跡 （縄文時代～中世）で、地表面には須恵器片・

遺跡の内容 土師器片の散布が認められる。

8. 調査方法
揺削機を使用 し、削平部分ならびに水路予定地に22ケ所の試掘を行っ

た。

9. ・検出滋構 試規溝22ケ所のうち I5 の試揺溝から柱穴• 土壌・竪穴などが検Ill

i 
された。また、古Illの石室が水田下に埋没した状態で検Illされた。

・1111: 遺物 瓦質の史 ・1総器}¥・.w-磁片 • 石鍋片などが多く出土した。また、古

れの{i:ii付近からは須恵器片が出土した．

10. 1/il./. 今回の調在で、出土した遺揖・遺物の多くは中世のもので、中ilt集裕跡と考えら

その他 れる。遺構の多くは、 i¥lJ>j!が若しい状況であった。

また、 古項の石当が1絡確認されており、群集JJ!であれば他にも古JJ!の存在が考

えられる。
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I. 調査対象地区名
島栖市.r.1栖北部（山浦地区）

（エりt区名）

2. 調査対象地flr在地 島栖市山浦町字：：：：：本谷

3. 潟査対象面積 (ha) 6. I ha 

4. 潤査捐当者 心栖市教'(.f委n会事務史月 石ほ新次

5. 潤査期1111 平成3年I0月23日～平成3年 I0月25日 (3B 110) 

6. 調査対象地区の .r.1栖市の北西部の山麓からJl(jijへ派生する山浦の丘陵へ束南からl't入

立地 する憬高45m-50mの谷部に位置する。

7. 周辺の遺跡及び 隣接して東 （丘陵上）にLil浦新町遺跡、匹北～匹南に中ノ原古項辟が

遺跡の内容 位憤する。それぞれIll浦新町遺跡が、中世の城下町ならぴに空堀、中

ノ原古れ群が古lfl後期の群集tJ'I。

掘削横により栢3mの試掘機を設定し、遺構・遺物の検llllこ努めると
8. 躙査方法 ともに特にその深さ• 土層について記錢を行い遺跡の有蝿・ 状況を把

捐した。

9. ・検出遺構 特に遺構は認められなかった。（地盤がしつかりしていた所は削平が

! 
芳しく、他は砂礫となっており．遺跡立地には不適と考えられた）

・HI土遺物 須恵岱片• 土師骰片が少ii111l±した。

10. 所μ 須思器片• 土師器片はすぺて、1111平されて動いた土や流れ込んだ土からの出土で

その他 あり、遺構は削平されたものと判断される。
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1. 調査対象地度名
B栖市・(I栖西部（立石地区）

（エiii区名）

2. 調査対象地in在地 島柄市立石町字惣楽

3. 調査対象面積 (ha) 2 0. 5 ha 

4. 調究担当者 .f.l栖市教Y1委且会社 会 教 ↑ 課 石 橘 新 次

5. 調査期間 平成 3年 JJ月7日～平成 3年 II月 I9日 (7日fill)

6. 瀾査対象地区の 遺跡は笞尾峠 (40 0. Im)から南下する IJJ誕下に肉へ広がる探店

立地 約 40mの扇状地上に立地する。

7. 周辺の迅跡及ぴ 隣接して北に古1J'1時代後期の群集m山田遺跨、 洒の丘陵上に縄文・ 古

遺跡の内容 代の散布地吹山遺跡、東に縄文～弥生時代の散布地野澗遺跡が立地す

る。

8. 潤査方法
幅 3mの試掘横を設掘定溝し、掘削機により掘り下げ遼構 ・遺物記の鎌検出に
努めた。また、試 ・ 遺構 • 土層などについて観察を行い する
とともに、遺跡の有無・状況の把握に努めた。

9, ・検Ill這構 縄文時代の石糾、古れの石名、古代～中世と考えられるtャ屈跡・ 土墟．

~ 
柱穴などが検出された。

・出-1.:遺物 縄文晩期土器片 ・ 須思器片•土師器｝すなどが合計ポリ ~~4 個分ほどIJJ

七した。

10. 所見 縄文時代 ・古11'1時代 ，古代ー中世の複合遺跡であることが判明した。遺跡の性格

その他 はそれぞれ縄文時代と古m時代がれ硲．占代～中世が集落跡と考えられる。
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図3 鳥栖市 ：鳥栖北部地区 （牛原地区）試掘溝設定図
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図4 鳥栖市 ：鳥栖北部地区 （山浦地区）試掘溝設定図
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I. 調査対象地区名
中原町中原北郎地区 （山田）

（エ~i区名）

2. 調査対象地所在地 三養基都中原町大字箕原字縞々喰・堂ノ瀬

3. 潤査対象面積 (ha) 2 0 ha 

4. 綱査担当者 中原町教行委JI会社会教rt主事太田睦

5. 綱査期間 平成3年 II月 lI日～平成3年 lI月22日 (4日間）

6. 謂査対象地区の 本地点は石谷山から南西にのぴる段丘上に位既し、揉高は 57m~

立地 1 2 0 mを測る。現在は水田および畑として利用されている。

7. 周辺の遺踪及ぴ 周辺には詳集tJ'tがみられ、東関の斜面に編々喰遺跡・山田古tJ't群が存

遺跡の内容 在する。

8. 瀾査方法
掘削機を使）rrし、 62箇所の試掘をおこなった。

9. ・検tllill構 No3J, No48. No50-No52. No54の6本のトレン

! 
チから遺構および遺物包含局を検出した。特にNo51.No52ト

レンチからは古tJ'{の石至と．思われる石組を5ケ所検出した。

・出土遺物 No52トレンチで検出した古項の石径内から 7世紀頃とみられる土

師器の杯が出土した。

10. 所μ 対象地区には、山田僑の北方の段丘上に2ケ所の群集mが存在するようである。

その他 規楼は、北側が約 I3, 0 0 0吋、南憫は約22.000m'で時期は 7世紀頃と考

えられる。
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図6 中原町 ：中原北部 （山田地区）試掘溝該定図
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I. 調査対象地区名
中駁町1卜1氏北部地区 （貸原）

（エさJI区名）

2. 調究対象地所在地 三養基郡中原町大字毀原字前田、植松、鬼塚、餅投、水辺西

3. 潤査対象面積 (ha) 2 Oha 

4. 潤査担当者 中原町教行委且会社会教＃主邪太EEi駿

5. 潟査期Ill! 平成 3年 1I月I2 El-平成3年 II月I5日 (2日lllll

6. 潟査対象地区の 対象地区は段丘の端部およぴ谷に立地し、標高は 32m-45mを測

立地 る。現在は主に水Illとして利mされている。束側の段丘上は大正時代

にIJI地整理がおこなわれている。

1. 周辺の遺踪及び fSJ辺には、西1ll1に純文～古lJ'1時代の若宮八幡神社遺跡・姫方遺跡があ

遺跡の内容 り、東側に弥生～古れ時代の植松遺跡・鬼塚遺跳が存在する。

8. i閾査方法
掘削横により 74箇所の試掘をおこなった。

9. ・検Ill遺構 Nol~No3のトレンチから竪穴住居跡・小大などの遺構を検出し

~ 
た。

• IJ¥:I:: 辺物 迅物はNo3のト レンチから弥生土岱の小片がIll土 している。

10. 所兄 対象地区内の北間に弥生時代と考えられる遺跡 （集俗跡）が{-Hf.する。遺跡の推

その他 定面積は約 3,OOOm'である。

＇ 
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I. 胃査対象嬉区名（工事区名） 中原町中脱北部地区 （原古賀）

2. 調査対象地所在地 三養甚郡中原町大字原古双字七本黙木

3. 調査対象面積 (ha) 3 ha 

4. 調査担当者 中原町教育委n会社会教行主事太田陸

5. 調査期間 平成3年11月68-平成3年11月78 (2日間）

6. 調査対象地区の立地 対象地区は寒水川の自然堤防上に立現地在（標は店主はに24m-32mを瀾る）。
西側の段丘との比窃差は約 2mで、 水田として利用されて
いる。

7. 周辺の遺び跡遺
及 跡の内容

西側の段丘上には、弥生時代の原時古代双の六本黙木遺跡が、寒水川は挟ん
で東側の段丘上には縄文～古項 姫方遺跡が存在する。

8. 調査方法 掘削機により、 36箇所の試規を行った。

9. ・検出遺情 遺揖は検出しなかった。

! ・出土遺物 遺物は耕作土中から土師器,1ヽ片が出土したのみである。

10. 所見 対象地区内には遺跡が存在しないものと考えられる。
その他

I. 賃査対象趨区名(I裏区名） 中原町中原南部地区 （原古買）

2. 潤査対象地所在地 三養碁郡中原町大字原古買

3. 躙査対象面積 (ha) I I ha 

4. 調査担当者 県文化財課 主究松届吉姦

5. 躙査期間 平成3年 II月5日～平成3年 11月8B (4日間）

6. 調査対象地区の立地 対南象北地は、 国道20 4号線の南側・東寒水・西寒水の低丘陵に挟まれ
た に細長い水田部で、標荘約 20mである。

7. 周辺の遺跡 対象地区東側の東寒水の丘陵上には弥生時代～中世の集箔跡である地
及び遺跡の内容 蔵町遺跡 ・天神遺跡が存在する。

8. 調査方法
工事による切土祁分およぴ水路予定地を掘削憬により、 54箇所の試
掲を行った。

9. ・検出遺情 Noll. No13. No15. Nol 6. No48. No49の6

i 
本のトレンチから土凛状の落ち込み・小穴を検出した。

. I比i:遺物 No I Iトレンチの黒色土中から弥生中期の完形土器が、 No4 9ト
レンチの表土下の褐色土から弥生土怪片が少伝出土。

10. 所見 No I Iトレンチから完形の弥生土岱が出土したものの、他のトレンチの土墟状
その他 落ち込みおよび小穴から遺物の出土は全くないことから遺情の広がりは確認され

なかった
遺溝はほと゚んどが削平をう けているものと考えられる。
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I. 賃査対象遁[l'.名(I閤銘） 三根町大将寺北部地区

2. 調査対象地所在地 三焚碁郡三根町大字天廷寺字五本焦木

3. 調査対象面積 (ha} I 2 ha 

4. 調査担当者 三根町教行委且会 嘱託池田公一

5. 調査期間 平成3年 II月6日 (I日間）

6. 調先対象地区の立地 三根町東部の飛ぴ地で、西闘に筑後川が流れる。襟存は 3.7 7 m 
-4.97mで．現在は水IIIとして利用されている。

7. 周辺の遺ぴ筋遺 周辺には、 土井外A遺跡があり、中ilt~近I恥の集落跡がある。
及 跡の内容

8. 調査方法 掘削機により、水路予定地に 7箇所の試掘を行った。

9. ・検Ill遺構 遺構は検出しなかった。

I ・出土遺物 No 4トレン＋より中世 (J2世紀）の土師皿が 1点Ill.I:

10. 所見 対象地区内には中世の集落跡が存在する可能性があるが、削平を受ける水路部
その他 分には遺構は存在しないと思われる。

I. 綱在対象姐区名 （エ堺区名） 三根町三根地区 （国営筑後川下流店粟水利事業 ，三田川線）

2. 潤査対象地所在地 三貸甚郡三根町大字寄人字丁の壺

3. 調査対象面積 (ha) 0. 8ha 

4. 調査担当者 三恨LLF教rt委u会嘱託池田公一

5. 調査期間 平成 3年11月7日 (llJ間）

6. 調査対象地区の立地 三根町の西端千代田町との境て利である。標硲は 3.38-3.00mで、
現状は水田及び排土17.t場とし Illされている。

7. 周辺の遺跡 周辺には、千代田町内に藤木束分遺跡がある。
及び遺跡の内容

8. 調究方法 掘削機により水路予定地に II箇所の試掘を行った。

9. ・検出遺構 遺1青は検出しなかった。

! ・出土遺物 なし

10. 所見 今回の試拙綱介では遺物 ・遺構ともに発見されず、遺跡は存在しない と思われ
その他 る。
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I. 調査対象地区名
..t峰町上峰北部地区

（エ浪区名）

2, 調査対象地所在地 三養基郡上峰町大字堤

3. 調査対象面積 (ha) I 8. 2 ha 

4. 調査担当者 上峰町教'l'1委fl会社会教rt課文化財担当鵡田浩二、原Ill大介

5. 鵡査期!Ill 平成3年 I0月23日～平成 3年 II月5日 (7.5日間）

6. 調査対象地区の

AC0飽逓郎区区 戸船・町青傭石物瓜田1紐郷古賽i分m uの兄•清場綿北.羞中訊び.町,.,●~の●.水丘撼●●.部,●,,分分久保●以北研殿艦及び谷立地

D地区 ・Ill久保線以北、艮崎自動車道以市の切通Jllf"'i枠の

E地区 群及び堤六本谷遺跡が立地する丘駿部

7. I/ii辺の遺跡及び 濁査対象地区周辺には、船石遺跡、八蔽遺跡、 二塚山丘陵遺跡群、

遺跡の内容
屋形原遺跡等の縄文時代から中iltにかけての集落やt.n~が位閉し、北

綿の鋲洒山周辺には行椰古m群 • 新立古旧群をはじめ後期の群集t)lが
点在している。また、災土J店がJ¥j屠・ニ塚LLIの両丘陵111]の谷部に位憤

するなど、本地区及びその因辺は、町内でも高い密度で遺跳が密集L
ている。

8. 躙査方法
渭査対象地区内に 20mピッチを甚池とし 4mXlmの試掲杭を設

定し、これを掘削機により遺構検出面まで拇り下げ、人力で精査した。

9. ，検Ill辺構 A地区 遺情は検検出しなかった。
B地区遺揖は 出面しなかった．

i 
C嬌区 丘陵東西斜 で、縄文・古れの、住居跡、 l・.l貴、小大などを検出1し面たか。
D地区 切通)lljilj岸の低位のIU面からは検出しなかった。1.!i/;!の在位の8

らは．古代のの土、塙住居、ビットなどを検Mした。
E雌区縄文～古代 跡、上凛、ピットなどを検出した．

・出土遺物 A地区遺物は出土しなかった。

B鳩区遺物は出土しなかった。

C地区 縄文式土岱片．土師若片.Al曜石片などがIll土した。

D地区 土師笞片、中世土笞片、近世磁岩片などがmtした。

E嬌区 縄文式土荏片．弥生式土器片、 土鰤笞片、須恵岱片などが出土した。

10. 所見 A邊区 丘陵上であり遭構の存在が考えられたが検Illしなかった。

その他 B地区 谷部分にあたるので．遺構はないものと考えられる．
C地区 丘校の東9樟頃から縄文!.i代と古れ悶代の遺情 ・尾遺物根が検出され、丘陵9る校部から

は検出しなかったことから會本来もっと莉かった が1!11平されたものと考えられ
る．

D地区 切通Ill洒体の窃位のm面からは．古代の遺構を検出した。低位の田面は、切通Illの
氾濫脱で遺構の存在する可能性は希薄である．

E地区 本地区は高位段丘が情傭古i.n群、低位段丘が堤六本谷遺跡の範囲である。今回のIll
査においても丘陵のllぼ全域から縄文時代から中世にかけての遺情が検出され．か
なりの密度でill構がfj.在することが確認された。ただ、店位段丘の最高邸i;I既に削
平を受け． 遺Illが検Illでさなかった。
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図8 上峰町 ：上峰北部地区試掘溝設定図
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I. 調査対象地区名
神埼町横武地区

（エ1)1区名）

2. 調査対象地所在地 佐釘県神埼郡神埼町大字横武

3. 瀾査対象面積 (ha) 6ha 

4. 潟査担当者 神埼町教行委貝会 主iJI 桑i,r幸HIJ

5. 潤査期IUJ 平成4年2月I9 El-平成4年3月310(23.5日Pill

6. 調査対象地区の 横武城は神1奇町のほ11.中央部南よりの標窃 3-3.5mの位既に立

立地 地し、クリ ークに囲まれた,:~が多く存在している。現在は公団蟄佑の

ために整地されているが、以前は水田や畑地として利Illされていた。

7. 周辺の遺跡及び 本所は、横武城と呼ばれるクリ ークに囲まれた中世の環濠楳裕とさ

遺跡の内容 れている。周囲には、横武四本黙木遺跡や下六T遺跡 ・館跡 ・牟1H城

跡 • 本告牟田遺踪 • 姉川城跡などの中世～近世の遺跡が数多く存在し
ている。

掘削機により、クリークに1!11まれた島の内部に、各島に最低 I00所
8. 漏査方法 のトレンチを設定し、合計22箇所の試掘を行った。さらに作業n1:

よる検出作業の後、 主要な遺構については部分的な揖り下げを行った。

9. ・検Ill遺構 調査は、横武城のクリーク公園として整偏される地区の米Ill部分に

! 
ついて実施したが、東端邪分については遺構は検Illされず．頃究対象

地ほぼ中央部から西1l1に於いて遺構が検出された。

検出された遺構は掘立柱述物跡 ・溝跡 ・土城などがある。

・出土遺物 No8トレンチで検出された溝跡及びNo1 2トレンチで検出され

た土城状の大型遺構から J5 -I 6世紀の：I:. 師器の皿 ・小皿・鉢・鍋

や掏磁器類が出土している．

掘立柱足物跡の柱穴からは良好な遺物の出土は認められなかったが

ほぼlヽ•!様の時期と考えられる。

10. 所見 心構の確認された場所は横武城のはぼ中央部付近に集中しており、外郭の周囲

その他 の,:~は浮き品であった可能性が浚い。 2棟以上の掘立柱述物跨が検出された No

I 7・ I 8 トレンチを設定した~~も横武城のはぼ中央部付近に位!rtしており 、そ

のことを裏付けているものと考えられる。

遣構の検Ill面は島褐色の粘土質であり、少泣であるが迫物を包含している。軟

弱な地盤に立てられた掘立柱廷物跡の柱穴には沈下防止の石は認められず．木製

の荘盤当の総設の存在が想定し得るが柱穴の部分掘り下げでは確認できなかった。
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図9 神j奇町 ：横武地区試掘溝設定図
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I. 潤査対象地区名
千代田町鯰江襖地区

（エiii区名）

神埼郡千代田町大字下坂(¥西二の坪•西三の坪）、 大字渡瀬 （字古川・
2. 潤査対象地所在地 田中・芦内・原田・飛渡・鯉橋・八坪・古竹）、大字柳島（キー本楊--1--

本柳）

3. 謂査対象面積 (ha) 7 Oha 

4. 潟究担当者 千代田町教'fl委J:I会主査堤安侶

5. 調査期1111 平成 3年 II月II日～平成3年 II月2I日 (881111) 

6. 頃査対象地区の 瀾究区は、河川による堆積作用で形成された揉7,'r,2.5~3. 5 mの

立地 沖積平野ではとんどが水田として利用されている．

7. 周辺の遺跡及び 今[ijJの確認調査地区内には中世の柳島遺跡が存在する。

遺跡の内容

8. 瀾査方法
掘削機により水路予定地に 22 6箇所の試掘を行った。

9. ・検lll逍構 遺構が検出されたのはNo210,No211の試掘溝から、柱穴 ．

i 
溝守の遺構を検出した。またその西11!1のNo214では遺物包含州を

検出した。またNo210.No211の北開にはかつて貝杖が存在

したという話がある。その他No3 Iでは遺構と息われる柱穴、遺構？

が確認された。

・Ill土追物 No2 1 0 . No2 11 では中 llt瓦器椀片• 土師岱片が、 No214
でも中lit隼1:器片がIll土。
Nol4 I-No151, Nol61-No207~No209と抑

島集裕).¥I辺の試掲溝からは、それぞれ数）ヤのかなり訳滅した土笞片が

出土。

10. 所見 今!iiiの確認漏査の結呆、県遺跡地図にある柳島遺跡の範囲が推定され、 Iiとんどが集租内

その他 にその中心が撲定され、 拠落の回りにはその範囲は広がらないようである．また今回No2 
I O. 2 1 Iの北方にu塚があったという話があったが、すでに後世の開発で梢減した可能
性が窃いが．今後改めて確認したい． 今回のこの地区は筑後Jll•[ll手IllのJft積作用により依
地化した場所で．そのII,'期は中世以続であるとぢえられる。置査区洒1111こは1l1で1B手Illの111
MJIIの地形が多く残り、低湿地として今も利用されているが、全体として良好な地形の場所
はなく河川の氾濫により幾度となく地影が変わった場所であろう。集沼北方から抑“集翔洒

北には、遺跡の1位：に適した地形が残るが、その場所にl.t遺物のiil:Iよなく 古`代においては
生泊1こ適さない地区であったようである。 その他柳K~馳区尉辺11瓦用に 30-SOcmf¥lの土

を保ll'lしてあり．その影響による遺跡の破墳もあると考えられる．
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図10 紐田町鯰江襖地区試掘清設定図゚
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図11 佐賀西部地区周辺地形図 (1: 100,000) 

頂久 保 泉 束 部（佐f/rli)'.I]嘉 瀬 （佐竹市）酋 兵 .M( 南 部（佐fi,li)

団 久保以函部(/Ji.ti,ti) ;Ill城 1"i ~ -(佐竹市）醤江 頭（佐竹市）

騒 久 f~ 泉 1材綿（佐n市）註 城 西 第 _: (佐Tlilil頌 川 間 中 部(JII闊町）

g 全 •I. 11/ 部 (w.r1,1n戎 北 Ill 虜（佐r,rlil名 川 湖 北 部（川湖町）

困令 、t 北 部（佐竹iii)醤 1-i. 瀬 （佐flili)蕊山 頭 （多久iii)

器は 木 (1.(士町）
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I. 潟査対象地区名
佐代iii久保泉東部地区

(:[lJ(区名）

2 . .II査対象地所在地 佐w市久保泉町大字川久保

3. 潤査対象面積 (ha) 9. Sha 

4. 潤査担当者 佐n市教行委U会文化課文化財係事務史fl litrrn逹男

s. 潟査期間 平成3年 II月l8日～平成3年 II月l9□ (2□fill) 

6. 潤査対象地区の 対象地区は神籠池の南西1ll1、消兵衛山の南開に所在する。菓方は山

立地 地帯の端部、西方は関行九古tjlが立地する洪積段lテ，面の様にかかる。

全体に谷地形の棚Illをな している。閑高 22. 6-35. 8mをillり

¥l.jに向い傾斜している。

7, 周辺の遺跳及び 対象地区は、前田遺跡にかかる。周辺は、熊本山・帝隔ll」神籠:Ci• 
遺踪の内容 閲行丸古閉が所在する。県道柑扱佐代線の西側川久保遺跡では、今年

度確認蹟究（久保泉洒部地区）で遺揖の広がりが確認されている。

8. 潟査方法
水路・辺路予定部分を中心に、 40ケ所で、機械カ・人力による試

掘を行った。

9. ・検出遺構 No26・28-30・32・38・40で遺構が検出され、 3地

! 
点 {No2 6・2 8・2 9・3 0/No 3 2/No 3 8・4 0)で遺
構の広がりが推定された。第 1地点ではNo26で土坑らしき ものと
小穴、 No28では溝状の遺構,No 2 9では土坑らしさもの、 No
3 0では小穴が検出された。第 2地点では、 No32で小穴群が検Ill
された。

・Ill土遺物 全体に、 ,,,世土師器片がIll土Lているが、 No28では須忠器 （占

代？）が出土している。

10. 所兄 対象地区内で遺構の広がりが推定される部分の面積は、 り~ I 地．点で約 3 , 9 0 0 

その他 d、第 2地点で約 3.LOOnf、第 3地点で約 l,200n{、計約 8,200nfであ

る。

市辺南の洒測では地権者の同:lY.が得られていない部分が多く、 十分な試揺が行

えなかったが、遺防が存在する可能性は低いと思われる。
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I. 調査対象地区名
佐灯市久保泉洒部地区

（エ?JI区名）

2. 調査対象地所在地 佐n市久保泉町大字111久保

3. 調壺対象面積 (ha) 3 9. Oha 

4. 調査担当者 佐双市教rt委!1会文化課文化財係事務史U 前田達男

5. 潤査期IUJ 平成 3年 lI月5日～平成 3年 11月I3日 (8131IIJ)

6. 調査対象地区の 対象iii地区は、赤井手地区 ・川久保地区・酒原、様地区に分かれる。赤井手地

立地 区は 四がにI延llびる l浜••J積い段丘面の西側に所在し r:lill.5-14.0mを
瀾る水田 西に ゆる＜傾斜する。Ill久保地区はE勢)JI樹作の河片段
Ji: にあたり、標窃 18.6-25.Smを測り ./Illこ l ••Iい棚 IIIを形成してい
る。西脱地区は｀挟い谷部（こ棚lI1が形成され、標1,'!;I 9 ~ 2 5 ,nを測る。

7. 周辺の遺跡及び 赤井手地区は、赤井手遺跨・琵琶1以遺跡にかかる。JII久保地区は、

遺跡の内容 御手水遺跡・ JII久保遺跡・ JII原田遺跡にかかる。西原地区は大日遺跡

にかかる。

琵琶If/.遺跡は昭和55年に調介が行われ．奈良時代の建物群が検/IIさ

れている。

8. 瀾:ii:方法
水路・道路予定部分を中心に、 I4 7ケ所で慣械カ ・人力による試

堀を行った。試掘坑の規模は !.5X4mを基本とした。

9. ・検111遺構 赤井手地Rでは遺情は検出されていない.Ill! 手水遺'/Ifでは・巨勢川i!!iがで酪

i 
穴tE居らしさいの• 土坑らしさもの・小穴が確認され（ぬ33.36. 37). 4ケ所
（ぬ32.34, 35. ・16)で遺物a含層が確認されている。巨勢JIil!(沿では、竪穴住
居らしさしの · ;I・，坑らしきもの• 小穴が8ケ所（ぬ69,71.73. 75, 77, 78, 79, 
81)で検出されている。大日遺跡では、 t坑らしきもの・小穴が3ケ所 （ぬ14
5. 146. 147)で険出されている。

・出土追物 全体に古lJ'I時代-奈良時代の土師器 ・須忠器が出土 している。

潤手水遺跡の包含恥からは古m時代前半の土師器がIll土している。

大日迅跡からは古瓦がIILtしている。

10. 所見 対象地区内のほ構の広がりが推定される部分の面積は、御手水遺跡の巨勢）II洒

その他 岸部分では、約 6,700m'、東岸部分では約 8,200n{、川久保遺跡では約

9,800nl、大1:1遺跡では約 3.0 0 0吋、 fft約27,700,r{である。

御手水遺跡の巨勢Ill西iや部分は包含Nの堆梢が厚く、発掘瀾査を実施する際に

はfl/迂する必要がある。
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1. 瀾査対象地区名
佐fl市久保泉南部地区

（エi,,区名）

2. 調査対象地jji在地 佐釘市久保泉町大字下和泉

3. 調査対象面積 (ha) I 8. 5ha 

4. 調査担当者 佐代市教介委H会 文化課文化財係事務史u前[II遠拐

5. 潤査期IDJ 平成3年 II月I4日～平成3年 II月I5 El (2日間）

6. 調査対象地区の 対象地区は、小松川市開に所在し、探窃 3.7-4.0mの平坦な水

立地 田が広がり、南へ向いわずかに傾斜する。

7. 周辺の遺跡及び 対象地区の北辺は、南宿遺跡・野中遺跡に接する。今[iii対象地区の

遺跡の内容 洒側は、県道抒扱佐打線まで平成 2年度に確認調査が行われているが、

遺跡は確認されていない。

8. 潤査方法
水路 ，辺路予定部分を中心に. 3 4ケ所で機械カ・人力による試掘を

行った。試掘坑の規模は I.5 X 4 mを/f;本とした。

9. ・検Ill遺構 遺構は検lllLなかった

~ 
・出土遺物 なし

JO. 所見 北側の幹線道路部分は、東部召水事棠関係で試掘が行われるため、 今lo!は対象

その他 からはずしてある。
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図12 佐賀市 ：久保泉東部地区試掘溝設定図
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‘ 図13 佐賀市 ：久保泉西部地区試掘溝設定図
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図14 佐賀市：久保泉南部地区試掘溝設定図
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I. 潟査対象地区名
佐fliii 金立南部地区

c:r:111区名）

2. 潤究対象地／所在地 佐tlili金立町大字千布

3. 瀾、在対象面積 (ha) 3 l. 6ha 

4. 調査担当名・ 佐買市教行委ti会文化謀文化財係事務史↓l 西Ill 数

5. 潟査期間 平成 3年 II月sa-平成 3年 II月8B(401lll)

6. 調査対象地区の 行娠f[I南麗1こ広がる平野部で、対象地の東開には、巨勢HIがW北に

立地 流れる。調整池に北接し、湿地帝で現在でも水害等で苦渋する地域で

ある。

7. 周辺の遺路及び 対象地は、T苅布二本松遺跡及び周知外である。北接する千布二本松

遺跡の内容 遺跡では、中11tの集落跡を潟査している。対象地の北西部において中

世と息われる遺構を確認しており、現在の友貞集落を中心に中世の集

裕跡が存在するものと考えられる。

8. 調査方法
水路・道路予定及び比窃染のある店畑 • 水rnを中心に、 I3 8ケ／りt

で機械力による試掘を行った。試掘坑の規模は 2X2mを甚本とした。

9. ・検出遺構 9ケ所で遺構を検出、 2地点において遺情の広がりを確認した。 箱 1地

I 
点 (NoI 4)は対象地の東濯部に位沢し、弥生11.y代の所産と息われる柱
穴• 土塙を検出した。汎・2地点 (No81~85.135. 137. 13 
8)は、対象地の北州部に位償し、 i髯・・I:菜 ・小穴を検Illした。埋土及び
遺物の検出状況からはとんどが中l¥tのものと息われ、何条かの溝を確認し
ているが｀集落の1を耐済になる可能性もある。

・出土遺物 弥生土辟及び土師笞の細片

10. 所見 対象地で遺構の広がりが推定される部分の面積は約 46,830rr{である。対象

その他 地北西部に中世の遺構が広がっており、現集裕の周辺に残付する堀も、中世当時

の姿を残している可能性がある。
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I. 潤査対象地区名
佐灯市金立北部地区

(I事区名）

2. 調査対象地所在地 佐買市金立町大字T・布

3. 詞査対象面積 (ha) I 7. 5 ha 

4. 潤査担当者 佐買市教f1委u会文化課文化財係駐務史貝 村田敲

5. 讀査期fill 平威3年 II月SB-平成3年 II月I4 B (4 IHIJ) 

6. 調査対象地区の 行板111南麓に広がる平野部で1豆勢川の付岸にあたる。元来、多くの

立地 丘陵が存在していたとおもわれるが、 水田化によりその多くが地下げ

られてる。各地点に存在する窃畑が、その名残りをとどめている。

7. 周辺の辺跡及ぴ 対象地は、大野以遺跡及び野m.ill跳1こ包括される。大野原遺跡では

遺跡の内容 平成3年度に発掘講査を実施し、弥生中期～古li't初期にかけての集落

跡が確認されている。

8. 潤在方法
水路 ・道路予定及び比窃差のある応畑 ，水田を中心に、95ケ所で

機械力による試掘を行った。試掘坑の規校は2X3mを湛本とした。

9. ・検Ill遺構 北側対象地では、ちょうど丘陵の谷ll!II~あたり 、2ケ所で辺物包含

! 
""を検出しただけで遺揖は全く検出しなかった．

南側対象地では、 2 ケ所で遺構を確認した。 ~9 . I 4で竪穴住居

らしさもの ..t墟を検出した。

・出土遺物 弥生土岱及び土師器の細片

10. 所見 対象地区内で、這跡の広がりが推定される部分の面積は、5.3 3 2 rrfである。

その他 遺構を確認した地点は、 1ケ所は段丘上にあると息われる部分 (No.9)と｀も

う1ケ所は北からのぴるIi陵上に当たる部分 (lbI 4. ぬ 40)である。ぬ 40 

では遺構を砿認していないが、褐色の地山とその上部に堆積する黒褐色の遺物包

含A'lを検出している。さらに平成3年度発掘調査を実施している地区と近接して

おり、 itt跡が打在する＂［能性が充分考えられる。

また、店畑以外の水mは．かなり地下げされており遺構が残存している可能性

は薄いと思われる。
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図17 佐賀市 ：金立北部地区試掘溝設定図
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I. 潤査対象地区名
佐f'市嘉瀬地区

（エ事区名）

2. 調査対象地所在地 佐打市柘瀬町大字萩野 鍋l・し町大字森田

3. 関査対象面積 (ha) I 4. 7 ha 

4. 調査担当者 佐買県教行委A会文化財謀指導係徳1籾IJ久

5. 潤査期問 平成3年 II月SB-平成3年 II月6日 (2RJIIJ) 

6. 潤査対象地区の 嘉瀬川の東岸、国道34 -r, 線と JR長崎本組に挟まれた標窃 2.5 

立地 -3. 5 mの低平な沖積平野。

7. 因辺の遺跡及び 対象地区内に、周知の埋蔵文化財包蔵地は存在しない。対象地区か

遺跡の内容 らJR:長崎本線を越えて南側には中世の遺物散布地である萩野遺跡が、

囚道34号組 （北部パイバス）を越えて北東部には、弥生時代の遺物

散布地である森田遺跡が存在する。

8. 潟査方法
掘削機及び人力により、 2X2m-2X3mのトレンチを 36ヶ所

設け、遺跡有集、性格芍を調査した。

9. ・検出遺情 ぬ I0, ぬ29トレンチで溝状遺跡が検出された。近世以降のものと息

! 
われ、当該期の地悧遺跡であろう。ぬ2I. 2 2では地山である灰白色粘
土竹の上に 21. s ... の略灰色帖1-t土層が存在し、この層巾に土r.ili器片や
胄磁硲片をa括しており、周辺に遺溝の存在が推定される。ぬ36トレン
チは、萩野集裕枝村の北鯖に股けた トレンチで、現状は畑地となっている
が、土師器片等を含んだ遺物包含沿を検出した。

・11:1土遺物 ぬ 2I . 2 2トレンチより .'r'1磁碗片 （中国掏磁）、上師器片がIll土

ぬ36トレンチより土師器杯 （中恨末～近世初） ・上錘がIll土

10. 所見 地区北西部に遣物包含府が検Illされたことから周辺に遺構の存在が考えられる。

その他 萩野集然伎村北1ll1の畑地に数けたトレンチの所在する場所は、クリークに囲まれ

環濠染硲状を足 しており、ここを中止とした遺跡の広がりが考えられるが、今l•I

の瀾査では遺構の存在は確認でさなかった。なお、この集落の北束に 「いんにゃ

くさん」と呼ばれている塚があり、元々この塚にあったといわれる石祠が乙護神

社に移されていた。この石嗣は「印鏑大19)神」とされ、文致 II年 3月再廷となっ

ている。この塚は計両より除外される。
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I. 潤査対象地区名
佐灯市城西第 1地ピ・城洒第2地区

（エ/Ji区名）

2. 瀾査対象地所在地
城西第 1地尻佐買iii西与fl町大字厘外

城西第 2 地区佐買iii本庄町大字正具 • 本庄

3. 溝査対象面積 (ha)
城西第1地区 I 8ha 
城西第2地区 3 7 ha 

4. 潟査担当者
佐打県教行委月会 文化財課指荘係指荘主1J' 徳店則久

文化財保涯主ii,吉本他一

5. 調査員l"ll 平成3年Il 117 n-平成3年 II月 I3 A (5 AIIII) 

6. 漏査対象地区の 佐竹市街地のr!Ji'Y部にあたり、世を県追洒与竹線が．束を県道本庄一

立地 束与竹線が走る。 揉~':; 1. 8 - 2 . Smの低平な沖積平野で、周辺に集

村が点在する。また、地区内を南北方向を主体としたクリ ークが縦横

1こ走る。

7. 周辺の遺跡及び 地区内に周知の埋蔵文化財包蔵地は所“しないが、地区の西に今津

遺跡の内容 遺跡 ，rt!に飯盛遺跡・ 北東に西川内遺跡が所在する。これらはいずれ

も中Ill:の遺物散布地である。また、地区内及び周辺を走るクリークが

1町を湛本とする幅に区直されていることから遺跡上の-・時期に大規

楳な土地区両事業が行われることを窺わせる。

8. 調充方法
氾削機により 、2X2m-3mの試規溝を設It.遺跡の有景 ・性格を

潟査した。

9. ，検Ill遺構 No.6・No. l 5・No.I 6・ ぬ 2I・ No.2 6・ 泌43・ ぬ46・No.4 7・ 

i 
ふ 70~ぬ73 ・ぬ75 ・ ぬ76 ・ ぬ77・No.7 8・ ぬ79・ ぬ82・ 
ぬ89・ ぬ92・1≪199トレンチで溝状遺構が検出された。またl'b7 
2では、溝に畔状遺構も伴う 。ぬ4・No.39では、土師器細片・,¥",;を含

む遺物包含層が検出された。

・/ll..t遺物 ぬ 4 では蓄 土師器の比較的大さな破J 'r ・ 銹化した鉄 ・ -~.錘が、ぬ89 
の溝よりJ:篇ぬ92 の溝よ り迷弁行磁が出土u~。 このはか、いく

つかのトレンチで、耕作土等より土師器細片・掏磁粉等がIll土して

いる。

10. iii見 ぬ6・出 I5・ ぬ I6・N(1 2 I・Nn26・N<143・ぬ46・ ぬ47・Nn69・
その他 Na7 0 -ぬ73・ ぬ78・ ぬ 79・出82トレンチで検出された溝筋は、近世以

騒IT)耕作に伴う辺構と考えられる。これらは、本米地区全体に広がっているもの

と芳えられるが、検出したトレンチからの密度より残りの良さ 、あるいは改変の

頻繁さを窺わせるものがある。ぬ 46・ 出47・ ぬ75・ ぬ 76・ ぬ 92が検Iii
された溝は、クリ ークを埋めたもので、とくにぬ75のものは、地7i;の人も「ど

じょう堀」という名称で記憶Lているものであった。ぬ89・9 2で検Illされた

溝跡は、中近枇の遺物をU含しているが、このことは、このトレンチを設けた梨

格を中心とした地域に遺除がイf在する可能性を弧く示唆するものといえよう。
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I. 置砂象地区名 （エ聞 祁｝ 佐fl市北川副地厄

2. 溝究対象地所在地 佐柑l「北JII湖町大字江上凩敷rn
3. 調査対象面積 (ha) I 9 ha 

4. 調介担当者 佐R市教行委月会文化課文化財諜角酎一郎

5. 潤査期LLLL 平成 3年 11月2l日～ギ成3年 11月26日 (4日1111)

6. 潟査対象地区の立地 佐買測市る域の削東部に位償し.Ill満寺周辺の住宅を囲むように襟高2.1-2.8 
mを 水Illが広がっている。

7. 周辺の遺筋 対年象地区のほぼ全域が中檄の福濱寺跡・江上餡跡にあたる。また福溝寺には

及び遺跡の内容 “和 Jill (I 345-50) Iこ襦かれたと伝えられる伽藍配償絵図が残ってい
る。

8. 瀾査方法
撼削を機行によ I)、2mX2mの試掘坑を水路及び辺路予定馳1こ63ケ所紋定し

調査 った。

9. ・検Ill遺構 6ケ所で遺構を検出した。1昌i員寺のIll方、水路予定地のぬ48・49・50及びぬ
63トレンチで、清状遺構及び小穴を検出した。また、福満,1,東方の水路予定地

! 
の出岱トレン1・で井戸状遺溝 1基、ぬ39トレンナで小穴を検Iりした．

・出土遺物 t師器，瓦器，惰磁片等を対象地Iを全域にわたって、特に集落周辺

で比較的多く検Illした。

10. I所見 対象面積 190.000m'中5.I I Im'の遺溝の広がりを確認した。 また、 No.
その他 33・39トレン＋で遺構を検出したが、それぞれ爪独でその周辺から遺構を検Illす

ることはできなかった。

I. ~ 査対象嬉E名（エ喜区名） 佐Ti市 巨勢地区

2. 漏査対象地jij在地 佐m胆 勢町大*'釦理EEi

3. 潟査対象面積 (ha) I 8. 7 ha 

4. 潟査担当者 佐汀市教1f委ft会 文化課文化財係此福田義彦

5. 潟査期間 平成3年 ll月20日～平成 3年 ll月22日 (3日!Ill)

6. 漏査対象地1ヌの立地 l,i努川 と焼J~(川の間に広がる水mで、揉窃 3 - 3 . 3m を測る。

7. 周辺の遺跡 対象地区内に周知の埋蔵文化財包蔵地はない。地区北東約300mに

及び遺跡の内容 瓦町遺代跡が存在する。が検瓦町出遺跡は平成 2年度に発掲鴻究を実施し、弥
生時中期の土塙群 されている。

8. 瀾査方法 4 8ケ所の試拙坑を設定 し、掘削腹により掘り下げた。

9. ，検/1¥.il'I情 遺情は検出しなかった。

『・Ill上遺物 r-il33トレンチから中世の土師器 （杯 ・史）細片が少11Hh土した。他地
点からの泣れ込みによるものと考える。

IO. i,r兄 砿認潟在の桔股遺跡は存在しないものと判断する。
その他
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図18 佐賀市：北川副地区試掘溝設定図
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I. 調登対象地区名
佐代市兵庫Ill部地区

（エ事区名）

2. 潤w.対象地所在地 佐釘市兵献町大キ瓦町字千住外

3. 調査対象面積 (ha) 3 8. 5 ha 

4. 調査捐当者 佐買市教育委n会文化課文化財係長福田義彦

5. 調究期IIIJ 平成3年 II月II 8-平成3年 II月I8 B (6日1111)

6. 瀾査対象地区の 焼原川流域の束世に広がる平均楳窃3. 5 mの水田となっている。

立地 周辺にはクリーク （堀）が縦横に走っている。

7. 周辺の辺跡及び 対象地の南側には牟田寄遺跨がある。この遺跡は平成元年度にA.

遺跡の内容 B. C. D地区 (3,000n{)平成3年度にE地区 (4,795m')
の発掘潟査を実施した。その結果弥生時代から中世にかけての遺物 ・

遺構を検1、IILた。

8. 潟査方法
I J 6ケ所の試掘溝を設定し、掘削樗と人力により掘り下げた。

9. ・検出遺溝 I 7ケ所のトレンチで遺構を検出した。

i 
遺構の種類には十漿 ・溝・ 小大などがある。

・111土遺物 弥生土悩ー甕．杯}¥'

土師器一杯片

JO. 所比 潟介対象地区の北西部で新たな遺跡 （忠兵衛足敷遺跡）を確認した。

その他 HJ渭Hti西鴎で確認した遺跡 (・T・住遺跡）を合わせ、対象地区内で42.50011{
の広がりになるものと思われる。
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図19 佐賀市
：兵竃雨鵠地

区試握溝底図(I)
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図20 佐賀市 ：兵庫南部地区試掘溝穀定図(2)
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I. 調査対象地区名
佐n市江頭地区

（エ平区名）

2. 調査対象地所在地 佐竹市鍋品町八戸溝

3. 調査対象面積 (ha) 4 0. 2 ha 

4. 調査担当者 佐沢市教育委n会文化謀文化財係前田遠男 角伯一郎

5. 謂査期IIIJ 平成3年 II月I8日～平成3年 II月22B(5B!IIJ) 

6. 謂査対象地区の 猛瀬川の東開、北の国道34勺綜、南のJR長崎本線に狭まれた標

立地 高2.6m-3.2mを測る水田が広がっている。

7. 周辺の遺跡及び 瀾査対象地区は、周知の埋蔵文化財包蔵地外である。周辺には困辺

遺跡の内容 3 4号線を越えた北に弥生時代の森Ill遺跡、 JR長崎本線を越えた市

に中世の五龍神社遺跡、萩野遺踪がある。

8. 調査方法
掘削機によ り2mX2mの試掘坑を水路及ぴ道路予定地に 79本設

定し調査を行った。

9. ・検Ill遺構 対象地区内にある集裕の北西郎の6ケ所で遺構を検出し 2地点で遺

! 
跡の広がりが考えられる。 1地点（ぬ17-18・ 19-24}は水

路予定地で土慣・溝状遺構及び小穴を検出 した。 2地点（ぬ33・ 
3 9)は道路予定地で溝状遺構及び小穴を検出した。

・出土遺物 瓦器 ・土師器片及ぴ石鍋）ヤを検出した．

10. 所見 対象面積402,000n{中、 1地点 19.JSOnf、 2地点 8,070,n冷1・

その他 27,220m・の遺情の広がりを確認した。また今回調査対象地は周知埋蔵文化財

包蔵地外であるが、遺構を検出した南の集裕内に「大i!!i展敷」という地名が残っ

ていることから 「大西屋敷遺跡」として周地化する必要がある。
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I. 調査対象地区名
川副町川副北部地区 ・JII岡中部地区

（エ事区名）

2. 潟査対象地所在地 佐償郡川副町大字南具 ・大字西古沢

3. 潤'ft対象面積 (ha)
/11園北部地区 2 Oha 
HI閉中部地区 Sha 

4. 調査担当者 佐買県教行委U会文化財謀指祁係長天本洋一

5. 潟査期IIIJ 平成3年 II月 I2日～平成3年 I1月I5日 (4日IIり）

6. 講企対象地区の 佐R平野のI悧部、川副町の北部に位憤し、標窃3rn程の低平な沖積

立地 平野に立地している。

7. 周辺の遺跡及び 瀾査対象地区の北部、南!J!.集裕には、中世の洒藷j里、東南里遺跡が

遺跡の内容 あるが実態は明らかではない。綱査対象地の北釆 I.5 kmの佐竹市新

村に中世の新村遺跡が、また東2kmの諸訂町には中恨の三煎村中遺餅

がある。

また川副中部地区は中世の益江遺跡の範囲に含まれる。

8. 潤査方法
所川副北部地区は同営・県営幹掘）緑水路 支緑非水区路などの水路T定地に、 81

ヶ のトレンチ (2n,X2,n も川刷中部地は削平予定地に2ケ所のトレ
ン＋をは定して、掘削機にて り下げ、遺跡の存否を確認した。

9. ・検Ill遺捐 川副北綿地区は． ①層耕作土②層褐色土③層灰褐色土④層灰褐色泥

i 
竹土となり、いわゆる遺構面がある土培は検出できなかった。

川副中部地区は①N・表土 ・耕作土②M焦褐色土③悩灰黒褐色土

（地111)となり、ぬ2トレンチから1日クリーク跡を検出 したのみで、

遺構は、検出していない。

・出七遺物 川園北部地区

2 0ケ所のトレンチの②N中から摩滅した土師器の細9ヤが出土してい

るが｀いづれも流れ込みと考えられる。またぬ21から焼夷弾の-・部が

出土した。戟時中この周辺に裕とされたものである。

10. 所見 川副北部地区

その他 今回確認鴻査を行った箇所は、集裕からかなり離れていることもあり遺楕や、

遺物は検/JJしなかった。しかし米年度以降は、集落に接近した箇所が確認潟査の

対象地区となり、今後注意を要する。

川副中部地区

今回確認調査では遺構を検出 しなかったが、平成2年度に近隣地の調査で多数

の遺跡が確認されており、また地形や、地山の状況から遺跡の範囲に含まれるも

のと思われる。
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I. ill籾象姐g名(Il駆名） 多久市多久原地区 （林道IIJ頭線）

2. 調査対象地所在地 多久市北多久町大字多久原（松ケ原）

3. 調査対象面積 (ha)

4. 調査担当者 多久市教育委貝会事務史H 平嶋文博

5. 調査期間 平成3年 II月6日～平成3年 II月7El (I. 5日間）

6. 調査対象地区の立地 天山山系より派生した山稜の谷間で、西方の今出JIIに下る中程にfit.骰
する。

7. 周辺の遺防 対象地洒方の丘陵上にIEI石器・縄文時代の遺物散布地である。八天山

及び遺跡の内容 遺跡が、甫酒の扇央部に縄文時代・中世の遺物が出土した。
四"f大丹遺跡が存在する。

8. 調査方法 作業nの人力により林辺路線予定地に 8ケ所の試揖坑を餃定して掘り下げた。

9. ・検tll遺構 No.3トレンチより遺物包含層を検出した。

! ・出土遺物 中世の石鍋片 • 土師器片及び黒曝石片・サヌカイト片が出土。

10. 所見 対象地区内に、約 70 m'の範囲に広がる中世の遺物包含崩が存在するものと思わ
その他 れる。

l. 箕対象穏せ名 ぽ婢名） 宜士町在＊地区(~林漁業Ill揮発油税財源身替R辺整偉lJI棠）

2. 躙査対象地所在地 店士町

3. 潤査対象面積 (ha) 全長59 5ha 

4. 潤査担当者 佐灯県文化財課指＃係 主査松屁吉窃

5. 潤査期間 平成 3年1I月22日～平成3年 I1月22日 (I日IUJ)

6. 潤査対象地区の立地 嘉瀬川の支流の天河川の左比の河岸段丘に位償する。

7. 周辺の遺跡 対岸の但木部格の西側には縄文時代の散布地である宦木遺跡が存在す
及び遺跡の内容 る。

8. 溝査方法 2X2mの試掘溝を 2ケ所設定し、作業.flによって掘り下げる。

9. ・検出遺構 遺構は検出しなかった。

! ・出土遺物 なし

10, 所見 調査対象地区内には遺跡は存在しないと思われる。
その他
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I. 潟査対象地区名
武雄市黙牟田地区 （新只村定住）

（エ事区名）

2. 潟査対象地所在地 武雄市武内町大字其手野

3. 調査対象面積 (ha) 3 ha 

4, 調査担当者 武雄市教育委且会文化課事務史u 原田保)ti)

5. 調査期間 平成3年 II月II日～平成 3年 II月I2 B (I Bilり）

6. 講査対象地区の 当該地区は狭い谷水田に位慎しており、楳高84m-106mを測る。

立地

7. 周辺の遺跡及ぴ 周辺には史跡、術谷然踪や広窃殷窯跡が束開にあり、北側には七dli
遺跡の内容 窮跡が存在する。

8. 調査方法
掘削機により、削平を受ける部分について、 I 0ケ所の試掘を行った。

9. ・検出遺構 ぬ3及びぬ5より多数の銅片が出土した。時々ぬ3では、焼土もIYJ

i 
瞭であ り、物原の可能性が強い。No.5は陶片が出土するii土が周辺と

同色である。

・Ill土遺物 No.3及びNo.5より淘岱が出土。 器種は皿・ 椀．鉢・ 甕吟があ り、出

3の皿には胎土目が残っており、 I7世紀初頭～前半の時期が想定さ

れる。

10. 所見 検出した遺構は七曲窟跡の物原の一部と考えられ、ぬ3地点で深さ 0.4 m~'il を

その他 測る。出土した淘片から I7世紀前半頃の物と考えられる。
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図24 武雄市 ：黒牟田地区試掘溝設定図
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I. 調査対象地区名
大町町神山地区 （臨時石炭鉱む復18事棠）

（エ事区名）

2. 調査対象地所在地 杵島郡大町町大字大町今寺

3. 調査対象面積 (ha) 10.24ha 

4. 調査担当者 佐灯県教訂委n会文化財課指導係徳；；「WI久

5. 調査期1111 平成3年lI月I4日～平成3年 lI月I9 8 (4日ID!)

6. 躙究対象地区の 杵島平野の北部、型岳よ りllJIこ延びる丘陵の11111こ形成された瓦1状地状

立地 の水田部分。

7. 周辺の遺跡及び 対象地の南側に縄文～中他の遺物散布地である杉谷遺跡や今寺遺跡が、

遺跡の内容 対象地区に狭まれた尾根上に縄文 ・古in時代の遺物散布地である込堂

遺跡が、地区北部に縄文時代の遺物散布地である神山地区が所在する。

8. 調査方法
揺削提及び人力にて91ケ所の試揺溝を設定し、遺跡の有焦・性格吟

について調査した。

9. ・検Ill遺構 今寺遺跡と Lて周知されている部分に設けたNol2・13・16・

! 
17・ 18・25・26・43・44トレンチで、 柱穴 ・溝等の遺構

が検11:1 された。 また、 No52·53 で も小穴が,:~状に検出されたが、

小屋のようなものか。

・出土遺物 土器小片が出土。

10. 所見 今寺遺跡北側で検出された遺構は、過去に調査された今寺遣跡に連続するも のと

その他 考えられる。
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図25 大町町 ：神山地区試掘溝設定図
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図26 佐賀北部地区周辺地形図 (1: 100,000) 

囮 牧 ノ地 ， 立岩（伊刀具市）

図 •t• 毘（伊刀翌市）

図立 部 (lli和nm
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I. 調査対象地区名
f)I万里市牧ノ地地区 ，立岩地区（困営圃場整偏事業）

(I事区名）

2, 讃査対象地所在地
牧ノ地地区一伊万里市山代町大~j,:久尿字脇ノ谷他

立岩地区ー伊万里市LH代町大キ立岩キ柿田代 他

3. 潟査対象面積 (ha)
牧ノ地地区ーl5 ha 

立岩地尻ー ISha 

4. 調査担当者 伊月!!¥iii教行委U会 社会教打課り1務史n船井向洋

5. 隕企期1111 平成3年 12 II 9 s-・ 平成 3年 12月J9日 (9日Ifill

6. 漏企対象地区の 牧ノ地地区ー東側にfJI万毘笥を望む。北から南方向に派生する丘陵

立地 上に位骰する。立岩地区の東にある。屈高は I13-83m、現状は

果樹関及び荒地である。

7. 周辺の遺跡及び 牧ノ地地区一城休遺跡内に位霞する。 周辺には尉知遺跡が隣接してお り -~

遺跡の内容 群遺陰 ・情手洗遺跳などがあるが、讚認調査がほとんど実徳されておらず． 詳
紐は不明である．
立も地区一足Iii遺跡・牧ノ地遺称・柿田城ill路・長久保遺跡内に位置する．

周辺には紺知遺跡が隣接しているが．糧認調査がほとんど実胞されておらず．
詳細は不明である。

8. 調査方法
掘削機と人力によ り、削平を受ける部分を中心に牧ノ地地区ー32筒

所立岩地区ー 26箇所の試掘を行った。

9. ・検ll海楕 両地区とも．明確な遺構は確認されなかった。

＇ ・出.t.遺物 牧ノ地地ばー遺物は出土 しなかった。

立';}地I!.-ぬ I8の府から土師質±岱が5片、出土Lたが周辺トレン

チからは遺物は出土しなかった。また、他のトレンチに比して層がW/.
く客土の"「能性があると息われる。

10. 紐 1 ·• , M 、 Iii城と思われた遭Ill/Ii確認戯在の結果、違 う こ と を確認し た。 他に明確な
その他 迅構1よ確忽でさなかった。

-62-



I. 調査対象地区名
伊万里市中里地区 （同営圃場整情m築）

(J:111区名）

2. 潟査対象地所在地 佐代県伊万里市二里町中里字中田及び内ノ馬場地内

3. 謂査対象面積 (ha) 2 0 ha 

4. 潤査担当者 伊万里市教行委fl会 社会教11謀文化係荒谷義樹

5. 潤査期間 平成3年I2月91:1-平成3年 I2月I3日 (4El 1111) 

6. 謂査対象地区の 有£0/11の西岸、国見山系から東へ派生する丘陵J:に立地している。

立地 探？ぷは25m-145mで現況は段々畑である。

7. 周辺の遺跡及び 調査区は、内ノ馬場遺跡内およびその隣接地である。踏査の結米、

遺跡の内容 f!l曜石の剥り片の散布を確認している。

8. 瀾査方法
人力により、耕地整理T・定地に48箇所の試掘を行った。

9. ・検IJl遺構 I 9トレ・20トレ・ 22トレ・23トレ ・30トレ ・35トレ ・

調 3 8トレ ・46トレの計8ケ所で払含Mを1食I.iiするが染f.t片を含み、

~ 近世以降、場合によると近代以降のもの、も Lくは吃：しい撹乱をうけ

ているものと思われる。

・出十．遺物 /J.¥11! れiのチップが少紐ll'o-1:Lたが包含Nではなく耕IU:中からのI.II
:I: である。

10. 所μ 中m地区においては俎物の出上はなく1叫国内と.ll¥われる。内ノ馬場地区につい

その他 ては踏査の結米、黒耀石のチップの散布があり、迫跡の可能性がj\~jいと息われた 。

しかし、確認潤査の結呆はたしかにチップのIll土はあるものの、多くが絣作土""'

からの出土で、明確な遺構や包含府にともなうものはなかった。内ノ馬場地区は

大正年JJO,こー／姐耕地整理が行われており、その際に遺跡はJ良されて Lまったもの

と息われる。
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I. 調査対象地区名
西有田町立邪地区 （県単小規楳土地改良剛場整偏）

（エIJ(区名）

2. 調査対象地所在地 酉松浦郡西有田町大キ大木乙字熙岩4446-4他

3. 調査対象面積 (ha) I. 2 ha 

4. 潤査担当者 西オi田町教育委H会文化財専門且宮崎光明

5. 調査期間 平成3年5月1613-平成3年5月23日 (3.5日間）

6. 調査対象地区の 西布田町洒端の八天岳麓の丘陵上にある。屈店は最高 14 8. 7 5 

立地 rn、最低 127.39mである。調査地は小規模な谷であり、現在は

棚Illとなっており 2条麦が植えられていた。棚Ellは西が急で、東に行

くほど稔やかである。

7. 周辺の遺跡及び 潤査地は北半分が壁岩遺跡として周知されているが、この他にも1材

遺跡の内容 には川良遺跡・横久保遺跡が、北には立木原遺跡・と どろ遺粧 ・東に

は矢杖i1'l跡などがあり旧石岱・縄文時代の遺跡である。

8. 調査方法
人力により、削平を受ける部分に J9箇所の試掘を行った。試揖坑

はI.5mXI.5mの大ささである。

9. ・検111遺溝 揆岩遺跡は佐灯県遺跡地図によれば散布地との記載があるが、調査

i 
前の跨査では数）ヤの焦曜石を採取しただけで、調査でも遺構は検出さ

れなかった。

・出土遺物 出土しなかった。

10. 所見 今回の事業区は北半が増岩遺跡にかかっていたが、調査内容のように何ら遺構・

その他 遺物は検Illされなかった。 また、潤査前の踏査でも数片の黒曜石を採取したのみ

であり、隣接する調査区外の部分でも何ら採取できなかった。地形を考慮すれば、

瀾査区は谷部であり遺跡の存在は希薄で、北に隣接する丘陵が遺跡の中心である

ことが推定される。以上のように、今回事突予定地内には埋蔵文化財は認められ

ないと判断される。
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5. 佐賀上場地区の調査

図27 佐賀上場地区周辺地形図 (1: 100,000) 

甜泣 111(射津iii)函変

函湊 (l,1ff~•li) 固野

cl .,,,, 王 毛 1 区（鎮洒町）囮 打
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I. 溝査対象地区名
I廿津市競山掠 （林業地域総合整傭事業）

（エ事区名）

2. 調査対象地所在地 唐津市鏡字大平 6052-28、半田字大巽448-113-114

3. 調査対象面積 (ha) 延長850m

4. 調究担当者 9廿i-11市教rt委Jl会文化財謀 田~猜龍太

5. 調介期間 平成 4年 1月28日 (I日間）

6. 調査対象地区の 唐津市の東部、行板山系の西端にあたる鋭山の山頂部に位償する。

立地 山頂は凸凹面の緩やかな平原状になっていて、中心部は現在溜池となっ

ている。遺跡はこの溜池をめぐる斜面上にあり、綱査地はこの北東部

の斜面外憫にあたる。

7. 周辺の道跡及び 鏡山1よ唐淳地方で初めて先土岱u.,代の遺跡が発見された場所であり亀山頂椙の

遺跡の内容
平坦面を中心に先土岱峙代～縄文時代の遺跡が分布し．弥生～古11111.f代の遺跡
し見られる。古11'1時代以砕哀史巧代には蜂など特殊遺構の存在も指摘されてい
る。また、山魔の砂丘上には中世期の遺跡が集中的に遺存していてその中心と
して泣神社の経塚群、促石追物群といった遺情も発兄されており．とくに前者
は粁振山系とのつながりを考える頂要な位置を占めている。

8. 濁査方法
当該工m予定地に 2mX2mのトレンチ 2筒所を骰定し、遺構、遺物

包含附の1無を躙査した。

9. ・検出遺構 各トレンチとも地山直上の礫混じり層まで磁り下げた。規1/Tlf後は． 土崩

i 
を略測し、 ,;真撮影ののら環め戻した。

2トレンチともに上部に大閃礫が露出している状況からかなり浅い位＂で地

山面が碍1認されるとそえていたが、比較的に堆積層111'lく． 礫は上部に見られ

るだけであった。しかし、遺構、包含/illよ認められなかった。

・Ill土這物 表土より、土師器の小破片がわずかにみられたが、堆積屈に遺物は

みられなかった。

10. 所μ 本地点は遺跡の沿部にあたり、 遣構の存在は認められない。

その他
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I. 調査対象地区名
I~ 津市上場 n期地区 湊工区 （限営畑地：苫総合.:l・.地改良）

（エ事区名）

2. 調査対象地所在地 店津rli湊町字松本 I2 2 4番地

3. 潤究対象ilii積 (ha) 延長40 0 m 

~. 調査担当者 /Jt津市教介委u会 文化財課 Ill島龍太

5. 潟査期lfll 平成 4年3月24 ti-平成 4年 3月25日(2LI Ill!) 

6. 蹟査対象地区の 讃査地点は平成 2年度に実施した圃湯整債事棠に接する部分にあた

立地 り、 W側の丘陵部より延投する微高砂丘に立地する。砂丘は現況畑地、

水出、宅地によってかなり削平、造成が繰り返されているようであり、

かつては丘駿部からの自然流路に沿って起伏や水平の凸,~があったも

のとされる。

7. 周辺の遺跡及び 遺跡のある湊嬌区は柑津市の西郎の渇沿にあり、第三紀花尚むを基盤と し．

遺跡の内容 数の喰出の結果形成された東松浦灼岩大地 （上場か地）の東闘にあたる.J!J 
辺は肖.i!Yが台地の靖の忌斜面となり、北.JI(を玄湯濯に面している。こ うし
た環境より湊J.ll.i!lは各時代を通じて湯とのつながりが澳く 、 弥生峙代の沿•l•Jt
遺跡、古項時代の鼓遺跡があり、対t~の神集贔には鬼塚古れ群などが築造さll
ている。

8. 調査方法
1'.l/J予足区に沿って lmX2~3,nの｝レンチ7樋所をほ定し．遺構．還物の打黒

を縫包した。

9. ・検Ill遺構 各トレンチでは削平、廷士がみられるものの砂丘のLA状が確認でさる堆

I 
積状況が観察された。丘陵添いのNo.4.5. 6. 7では上部層の削平と撹

乱がみられるが.r郎 には貨褐色の砂丘砂が明瞭1こ観寮され、その境部に

は遺物 （土器破片）の説入する厨がみられる。ぬ I.2. 3では低地佼人

部と考えられ堆積層も肛いが、遺物は出土していない。

・出土遺物 南側のNa4.5. 6. 7トレンチの撹乱府より縄文～現代（陶磁器）

の遺物が出土した。

10. 所見 該当調査区は淡松本遺跡の北西躙にあたり 、遺構は見られない。 これより西では

その他 河川まで徴邸地が絞くことより遺跡が広がる可能性があるが、削平が抒しく包含

層のある凹面部の検Illはみられない。
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I. 胃籾泉培区名 （工事区名） 鎮西町赤玉毛地区（区圃整理）

2. 調査対象地所在地 佐買県東松浦郡鎮西町大字名護品字神ノ木

3. 調査対象面積 (ha) 9. 2 ha 

4. 綱究担当者 鎖西町教行委貝会社会教廿謀主!Jt 明瀬惧吾

5. 潤査期lfll 平成 3年 I0月7日-平成3年 I0月9B (3□ 間）

6. 綱査対象地区の立地 旦臣秀保陣跡の所在するfr:陵の東側裾部に立地。 探i'.:il8-20m •
現況は水Illである。

8. 潟査方法 豆臣秀保陣のほか、堀秀治陣跡、鍋島直茂陣跡、 TIJ部j[t直陣跡等の諸
大名の陣跡が点在する。

8. 調査方法 幅2m. ・ 長さ2-6mのトレンチを 7ケ所隕定．掲削はすべて作業nの人力によった。

9. ・検出遺構 遺構は検出されなかった。

~ ・Ill土遺物 遭土物はすぺて、水m耕作土およ岩び床湖土 （客行土磁片）から1lJ土した。
“質土器片．黒曜石）ャ、安山 片、 が出土している。

10. 所見 遺物はすぺて水田耕作土および床」：からの出土であり、西側丘陵よりの流れ込み
その他 と考えられる。

I. 潟査対象地区名 （エm名） 鎮西町変J~(地区

2. 潟企対象地所在地 鎮西町大字名護屋＊飯塚、神田、古館

3. 潟査対象面積 (ho) 区通整理A=I 8. 5hn 

4. 潟査担当者 鎮洒町教行委且会社会教行課主事堀苑孝志、 ljlJ瀬慎廿

5. 瀾．充期間 平成 3年 12月I3 El-平成4年3月30日 (45日間）

6. 瀾査対象地区の立地 ・鴎豊郎泌・腹と谷水Iり（湿Iりが多い）との接11,こ立遍,dll21.5m ~25m, 視況は水日I!.び償．
皮Mi¥¥・・・かなり起伏1こ富んl!Ji侵・谷111を毘員が` るが、火半は現道甚帽となっている．翼烹菖所

1よは （印釦Sm舅後）、Ill林（ほ岱-33m),ミカンII(ll~l-36鵬） の3U.

7. J&I辺の遺ぴ跡遺 山内橘内陣跡、及束正家紳跳、加藤ll1羽守綽踪、蒲生飛騨守輝跡、足

及 跡の内容 利義昭陣跡、氏家内膳陣跡等の陣跡が点在する。

区i!i笠理区域・・・2-3X2-3mのトレン.,.を 6ヶ所誼定。
8. 調査方法 支縄述路訊分・・・幅 I. 5n, ~ 2m 、長さ 2 ~ 3 "'のトレン＋を 10ヶ所設定．

すべて人力により掘り下げた．

9. ・検H.I遺構 遺構は検出されなかった。

a ・/JI土遺物 区圃蛇理区戌・支線辺路部分ともに遺物はすべて耕作土・表土から出I:した。
I.I.I罐石/~. 土沿Jヤ・淘磁器）ヤが1lJ土している。

10. i計見 遺物はすぺて耕作土中および表七からの出土で、丘陵綿よりの流れ込みと考えら
その他 れる。
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I. 員登1象地g名（エ濯Ii名） 鎮西町野中地区

2. 躙査対象地所在地 束松浦郡鎖洒町馬渡島字平戸峰・ 字柳ケ谷

3. 潤査対象面積 (ha)

4. 頃査担当者 鎮西町教訂委貝会社会教打課主1Jf 堀苑孝志

5. 調査期1111 平成3年 I2月2o El一平成4年1月28 El (Hlllり）

6. 調査対象地区の立地 I 平戸峰は海に面する斜面を狂りきった平地に位ぼする。現況は畑
地である

2 柳ケ谷は南゚へ延ぴる緩斜面に位償し、現況は権林である。

7. 固辺の遺跡 I 平戸峰 馬場ノ辻遺跡（縄文時代遺物散布地）
及ぴ遺跡の内容 2 柳ケ谷 切立遺筋 (IU石器・縄文時代遺物散布地）

8. 調牡方法 2X2mのカ試で掘行坑ったを平）J峠に2因所、樗ケ谷に3箇所は定した。姐削は全て作
棠nの人 。

9. ・検111遺惰 I 平戸峰 2箇所紋定りした試掘坑とも風化岩盤まで削平されていた。

! 
2 柳ヶ谷約50m掘下げた所で風化岩盤層に達した。

・出土遺物 遺物は検出していない。

JO. 所見 平戸蜂 ・柳ケ谷とも、遺跡の範囲内であったが、遺跡は削平されていた。
その他

I. Ill全対象地区名(I尋区名） 鎮世町打上地区 （打上ダム周辺整偉）

2. 潟査対象地所在地 束松浦郡鎮洒町大字打上字西氾山2560-1・2560-21

3. 潟査対象面積 (ha) 2 9 Sha 

4. 調査担当者 鎮西町教行委H会社会教ff課主lJt 堀苑年志

5. 調査期!Ill 平成4年 1月8日～平成4年2月4B(I 0. 51]tlll) 

6. 潟査対象地区の立地 上湯h亀上に位量し、幾筋もの支谷によ，，て多くの丘陵が形成されているぐ．南この起伏のは多
い鱚形をうまく利用霞したダムがLIi胃瓢に角ill,買登tl象の遺駐はこのす 員にある．
高89mの州北に やかな斜iiiをえが(1Jぷい丘陵で．現況は松と碩生ttlこ覆われている．

7. 周辺の遺び跡遺跳 ll(漑11.JI遺跡｀東潤山Il.i1'1跡｀束i!:11l1m辺跡、 ,..,箱辺跡いずれも縄文
及 の内容 時代の遺物散布地である。

s. n鳴査方法 て工い事レく緩のン針影チ面響を餃でに沿定遺搭っがて蔽2撲X22さmれのる地ト灯レンをチ中心とこに謁れに査蚕Ii(直を立に定交わLたる。東州さ力ら向1こ北にへ2と><延13びm 
の卜 した。

9. ・検出遺構 土坑 1基

I • 出土遺物 石鏃 1点 /.l¥昭石7レー クI6 !.'!. 

10. 所見 • 土坑は全体的に被熱の彩響を受け赤褐色に変色し硬化していた。特に外//;Jはそ
その他 れが顕芳に現れていた。以前行った試堀潤査でも、これに類似した土坑を l甚

確認している。
・遺物は士．器が1!.'f.あるが、小Itなので時代は不明である．
この周辺では試掘潤企時に数点の弥生：1,. 岱が出：tしている。
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I. 員査対象地区名 （エ事世名） 玄海町大島地区（上場農業水利濱栗 10号ファームポンド）

2. 潤究対象地所在地 ll(松浦郡玄湛町大＊牟形字大，()80 I -I番地

3. 調査対象面積 (ha) 3 9 8. 8ha 

4. 瀾究捐当者 玄海町教ff委j(会主事補有光宏之

5. 漏査期1111 平成 4年 1月28□～平成4年 1月3I□ (3. 5口問）

6. 瀾査対象地区の立地 t:'iiぷ25 5 m前後で、現在は山林である。

7. 閲辺の遺跡 ・周辺の遺跡としては、竹迫遺跡が隣接している。
及び遭跡の内容

8. 躙1f_方法 調査作業nの人力により試、工磁事溝で刑平を受ける部を分行に3福所 (2mX2m)と
L磁所 (ImX2m)の を註定し．講査 った．

9. ・検II¥遺構 遺構は検出していない。

言 ・Ill土遺物 彫器、ナイフと思われるもの各 1点その他黙曜石3点及び安ill岩が検
出された。

10. 所 見 調査対象地において 4箇所トレンチを設定し調査を行った。調査の結果、トレン
その他 チでは 20cm前後拙り下げると、/).¥脇石が 1点l.l!J:.LM目（遺物包含崩）より、

3点 （ナイフ．彫路）出：I: した。 2・4トレンチより黒瞳石が各 1点IJI土した。
3トレン・fからは選物・遺構とも検出されなかった。

I. 1111糾象撓g名（エり限名） 玄海町牟形地区 （上場只菜水利事業 9 分•ファームボンド）

2. 潟査対象地；計在地 東松浦郡玄海町大字牟形字稗田 73 I -5番地

3. 潟査対象面積 (ha) 0. 2 4ha 

4. 潟査担当者 玄海町教'ft委lし 会 主事補布光宏之

5. 漏査期間 平成4年1n21□-平成4年 1月22日 (2[11111) 

6. 潟充対象地区の立地 ば硲208m前後現在畑地及び果樹憎

7. 周辺の遺跡 ・周辺の遺跡と しては、稗III遺跡、牧ノ地 1遺跡、牧ノ地D遺跡が点
及び遺跡の内容 在している。

8. 潟査）i法 潟l'f捉溝f乍稟n註の定人力により、エ,11で削平を受ける部分に9籟所 (2nいく 2mlの
試 を し、潟査を行った。

9. ・検tll迅1青 遺／骨は検lllLていない。

i ・Ill土追物 なし

10. 所比 ;l/lff. 対象地において 9箇所トレンチを設定し隕査を行った。調査の結果、 A地区
その他 では 701'111前後掘り下げたが、遺物・遺構とも検出されなかった。 B地区は、耕

士の下府からは地盤と見られる層が浅くあり、遺物包含'~は残っておらず、遺物 ・
迫情とも検mされなかった。
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100m 

図29 玄海町：大鳥地区試掘溝設定図
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I. 調査対象地区名
肥前町嘉藤地区（上場只業水利事業 IO・lJ・ ファームポンド）

（エ~i区名）

2. 調査対象地所在地 東松浦蔀肥前町大字切木＊嘉藤11'905-181

3. 調査対象面積 (ha) 0. I ha 

4. 潟査担当者 肥1i,町教行委貝会藤井浩司

5. 調査期ltll 平成4年 1月288-平成4年 1月308 (38111]) 

6. 調企対象地区の 潟査対象地区は、上場台地のほぼ中央部、襟?:~259.9mの野高

立地 山のltl側斜面に位償する。野窃山は唐津市・玄海町・肥前町との境を

なし、山頂と調査対象地区は約 30mの距離である。

7. 周辺の遣跡及び 周辺には、野高11」遺踪 ・野高!11西遺踪・加藤・遺跡・竹迫遺跡等・

遺跡の内容 先土器・縄文時代の遺跡が分布している。

8. 調充方法
2 X 2 Illトレンチ4箇所、 2Xlmトレンチ 1箇所を設定し人力によ

り掲I)下げた。

9. ・検出迅構 遺跡は、玄海町闘も含めると、旧石岱～縄文時代の包含層が確認でき

~ 
た。

3トレンチ附より不整形の土坑を検出した。蚊大長 0.9 0 m. 蚊大

幅 0.6 7 m. 最大深0.2 Smである。

・IILI.: 遺物 2トレン+a層より安llJ岩製石煤 1点、剥片 1点、IA¥曜石製チップ 1
lUl.1・1: 
3トレン・,-D~>l より黒晰石製潟片 2 点出：I: 
4トレンチm附より黒曜石製で、微細剥離ある剥片 l点、彫より開瑶

石ff,(:fil li.. 上器片 1点Ill土

10. iii比 遺跡はIA石器時代から縄文時代のものと考えられる。また、沿序は、山林のため

その他 保付状態は良好である。

-72-



w平成 3年度発掘調査の概要
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1. 山田遺跡

迫跡の所在地

-~ 栖rli立石町字吉Ji;(

曲査主体者

XI栖市教n委U会

霜企J!/JfUJ

平成3年 HJ-5月

潤企面積

7IヽOn{ 

逍跨の概要 図30 山田遺跡周辺地形囮 (I:25,000) 

山田遺跡は、・［」柄市北西部の石谷山から1打下する標窃約70メートルの山碗裾に位笠する。

周辺の政跡としては、北 ・北西の山碗部に立石古m群、立石開拓古trt群、東の山筑裾に立石遺

跡、南の笛吹山丘駿には笛吹山遺跡などが立地する。立石古項群が円瑣7基、 立石開拓古内詳

が円JJ't3基、立石屈跳が古f(I時代ー中世の遺物散布地、笛吹山遺跡が占m群ならぴに縄文時代

～古代の辺物散布地と して知られている。今同の潤査対象地山田遺跡は、立石開拓古用群から

統く山麗下に位習しており、当初から古用の存在が予測されていた。

潤公は平成2年度から実脆しており、今年度は設計変更で調査追加地区となった 74 0 rr(に

ついて発掘潤査を実施した。潤査の結果、新たに 2基の古項が確認され、仮にA・B号占mと

呼称したい。なお、平成2年度潤査分とあわせ合計20払の古mの存在が明らかになり、この

山田逍跡が一大詳集in~地であることが判明した。古mの状態は、 Aサ ・B・サともlJ't丘ならぴ

に石lliJ:部を欠いており、石座の腰石付近以下が残存していた。古JJ't石室の平而プランはいず

れもやや長方形を呈するもので、複宛構造をなす。床にはA号が径 l0cm-40an、B号が l

Ocm-30cmの敷石が敷かれていた。

迫物は、A号 ・B号古柑ともに石察の床面上を中心に、須恵器、士師器、小玉、丸．屯、耳環

などの装飾品、鉄鏃．刀子などの鉄製品が出土した。

潤査の結米、山IJI滋跡は平成2年度潤査分も含め米逍介区域を考慮すれば、 20基以上の古

JJ'tから構成される群集tj'!硲地であることが明らかになった。古mの造営時期は、出土遠物など

から 61じ紀後半-7世紀前半と考えられる。なお、この古m群は古項の周溝が接するほど群染

密度の窃いのが特徴で、しかもそのうち最大のものは石室全長6メートル強を測る複究二重JJ't

であり、この最大のものに限り馬其が出土したことが注意される。また、占用の石座プランが

複径を呈するものの比wが高いことが注意されるとともに、古れは山裾の方から低地方向へ順

次造営されたと考えられ石衣の平面プランもやや長方形の複室構造のものから正方形の単至構

造のものへと変化 したことがうかがわれた。
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m,11111遺跡 A号IJ't石塞全炊 固A・研直 （後屯より前屯）固Bサlfl l愧紐 (I)
~ A-1;-IJ't{-i;i! (ijlJ;i¥Ji[i,JょIJ) IIJA号IJ't後室遭物111土状況 固Bサlfl fi~~ 骰 (2}
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2. 牛原前田遺跡 （略号： F UM) 

逍跡の所在地

店栖iii・登父町字前田

調査主体者

,6栖iii教行委n会

調企期fUJ

平成3年6月1日～平成4年 3月3I日

瀾査面積

12,000m' 

遺跳の概要 図32 牛原柑JI]遺跡周辺地形図 (1/25,000)

牛屈（前田遺跡は群石山Hi麓を流れる大木川と安良）IIに挟まれた扇状地上に位償する。この扇

状地は北から1tilこ緩やかに傾斜し、調査区の標店は約40m-50mを測る。

造跨の西を流れる安良川を北洒に遡ると、筑紫氏によって整備された中世末期の城下町 （山

浦新町遺跡）と、その本城である勝尾城を中心とする山城詳に至り、これにたいして遺跡の南

方向には登父郡衛推定地の贅父選踪が存在する。

調査区は北からABCの3地区に分かれ、それぞれの概要は.A区：後期の古用詳と中世の

柑廷群、 B区：弥生時代後期の集落跡、 C区 ：古代～近世染裕とg域である。

縄文時代 A区において、径約80cmの集石遺構が2基検出された。

弥生時代 B区の掠r.r.40-46mの範囲に分布する。検出された遺構は、竪穴式住屈 39 

軒 (11,,朋3、後期36)、掘立柱建物6I棟 （後期）、土墟 I3基を数える。特に後期の集裕で

は掘立柱建物が“越しており 、これらがムラの中でどのような懐能を果たしていたのか、興味

の有るところである。遺物はミ ニチュア土器を含む多祉の土器類をは じめ、斧、鎌、施等の鉄

器類が出土している。

古墳時代 Alえの傑iQ;46 m以上のラインに古用が分布する。6世紀から 7世紀にかけて築

造された、合計8基の古れが検出された。これらの古用はいずれも用丘を失っていたが、その

全てで横穴式石室が確認された。第5号打の石至は蚊も大さく、玄当長約 3. 2 m、糾 3mの

規模を有する複室構造である。また、 石産主軸とほぼ直行して帽約4m、深さ約 I.6 mの溝

が存在するが、これが硲道となるかliil方後PJlllの周濠 （主軸長約50 m)の一部となるかは意

見の分かれるところであろう 。出土した造物は、須恵器、 土師器の土器類をは じめ、鉄鏃、轡

等の馬具類、勾:f.・小王 ・菅玉 ・耳飾り等の装飾品類が検出されている。

古代 C区において竪穴式住居 1軒と柱穴詳、 土墟廷が検出された。

中世 A区及びC区において、土凛硲及ぴ柱穴群が検出され、翰入磁器の他、行捐製の著状

迎物などが出土している。
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3. 高柳大塚古墳 （略号： OT K) 

逍跡の所在地

二禿碁郡中原町大字原古賀字二．．本櫻

潤査主体者

中Ii;(町教行委n会

函査期間

平成3年 I2月～平成4年 2月

函査面積

I. I O Orr{ 

遺跡の概要 図34 窃柳大塚古れ周辺地形図 (l/25,000)

店柳大埃古打は行姫山系より面に伸びる丘陵上に位穀し、椋窃約65mを計る。潤査以前は

円れと考えられていたが今回の謁査で前方部の周溝が検出され前方後円項であることが確認さ

れた。全長約28mの前方後f'ltJ'Iで、後円部径約 J8 m、前方部長約 IOmを計る。主体部は

複室構造の横穴式石宛で、全長約 IOm、玄察長4"'、を計り、玄室の奥攪と側照には］枚石

を使mするいわゆる巨石項である。

周溝は、前方部全面で幅2.4 m、側而で幅約Smを計る。後円部西1111の周溝は大きく広がっ

ており本来の周溝であるかどうかは不明である。前方部の項丘端部にはやや大きめのJII原石を

並ぺている他周溝内にも礫がみられることから深石があった可能性が石い。

逍物は主に前方部全面の周溝内から出土し、須恵器の杯、有雀窃杯、壷、肱、横瓶．売、大

亮、土師器の窃杯、鉄器片がある。杯は固体数では30偲体近く あるが、小破片になっており

復元できたものは少ない。はとんどが小型の物で小ID紺年の1Y期に比定される。これに対し有

近窃杯は完形に近いものが多 く＼杯部の径が大きく長脚で2段透かしをもつものともたないも

のがあり小田編年のOJ期に比定され杯と時期差がみられる。この他壷や売等は小破片になって

いるが臆、横瓶ははほ完形になるなど出土状況に違いが見られる。

占打t時代の遠構の他には中世の包含刷及び土演がある。包含版は明さ IOmほどで潟介区の

洒側に広がっており、土器片や陶器片、石鍋の破片等が出土した。土凛は説査区束測及びi材側

にあり、土器片が出土した。

今阿の調査では忘柳大塚古trtが県内でも数少ない終末期の前方後円項であることが確認され

るなと前要な成果をあげることができた。
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4. 拾徳遺跡 （略号 ：J T K) 

逍跡の所在地

二狡甚郡中原町大字原古代字岩崎

調査主体者

中原町教n委n会

調企期間

平成 3年7月～平成 4年2月

調査面積

6. SO Om' 

遺跡の概要 図36拾徳遺跡周辺地形図 (I/25,000) 

本追跡は行抵山系より 1令iに伸びる丘陵の東側緑辺部に位誼し、楳店は40mから 45mを測

る。遺跡の性格は縄文時代後期、弥生時代前期末から中期及ぴ奈良時代の集落跳である。

検出された遺構は、縄文時代の土城があり、この他に自然流跡がある。縄文時代の土城は円

形で深いものと不定形で浅い物があり、内部からは縄文時代後期の土器、石特、渕片が出土し

た。弥生時代の溝は1$i北に伸びる溝が2条あり北憫で切りあっている。両者とも幅的 Im、深

さ約50 cmで断面形が逆台形を呈し、西側の溝は張り出し部を有する。内部からは弥生土器の

売、壷、窃杯片等が出土したが、出土鉦は少ない。土墟は中期のもので、内部からは甕、壷片

の他行苔．が 1点出土した。奈良時代の堀立柱建物は3棟ありいずれも 2fll]x 2 fillの総柱建物で

ある。土墟は方形のものと不定形のものがあり、内部からは須恵骰の杯、甕、土師器の甕等が

出土した。溝は幅約50cm 、深さ約 I0cm 程の浅いもの、直線的に伸びるものと直角に曲

がるものがある。溝内からは須恵器の杯や土師器の甕等が出土した他須恵代の土馬の脚部と見

られる破片が出土しており水に関する祭祀が考えられ興味深い。

自然流路跨は南北に（収Iぴるものと東西に伸びるものがあり調査区の関係で両者の関係は不明

である。幅約5"' 、深さ約 Imを計り上面に黒色土、底付近は砂や蝶が堆積している。内部

からは弥生時代前期の吏や須恵器の売等が出土したが、出土址はわずかである。

今い1の調査では縄文時代の選溝が検出され土器や石器等の沢料が得られたこと、弥生時代の

閃濠の一部が検出されたこと、奈良時代の集裕が広がりが確認されたことなど重要な成果をあ

げることができた。

-80-



田拾徳逍踪北匹部（上空より）

厄J,,.11企区中央部（上空より）

固潤1£.(,(_南東部 (J:空より）

図ぶ査区北東部 （上空より）

団逍査区南両部（上空より）

饂立柱述物跡
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5. 土井外A遺路 （略号 ：OHA) 

土井外B遺跡（略号： D HB) 

迫跡の所在地

:.:~ 店1ばニ根町大'I'天建寺・/五本焦 *

閥介主体者

ニ根町教ir委U会

潤:l'f.!Ulllll

平成3年7f!-ll/J 

紺1t,mm
I, 0 4 0 m' 

追跡の慨淡

邸38土・It外A迅筋•土井ク1B辺搭周辺尾形~( 1 /25,oo:l)

： I: 井外A迅路は 、 ニ根町中心部より筑後川を袂んだ東端の飛ぴ地、 探裔 3m余りのi•I•積平野

に位社する。この迅跡の所在する土井外地I>!'.は1りl治時代までこ根町l'-lと陸絞きであったが、 iiif

川改修工事により 、現在の様な飛ぴ地となった。この周辺には天述寺土井内迅＇跡があり、また

久fl/恥Ii安武・大苦寺地区には、縄文時代の11,i限fLiii:t跡、弥生時代の大将寺辺跡 ・近蔵追跡、

1渭｛時代の御J及古;Jn、権現塚・,1,・1n、歴史時代の二瀦l昴1甘衛と椛定される古買迅跡、鎌8時代の

荊Ht館跡・隈城跡がある。標?,'1jIO mi前後の低台地上に位せ1している安武・大善寺地区の追跡

と土1t-外地区の追跡は性格を横にし、町内の天建寺土井内辺跡と似ている。

土井外A近格で検出された迅構は、揺立柱建物跳 l棟、溝跡 I0条、井戸跡 I0必、土り；； 1 

5・基、柵列2粂である。掲立仕建物蹄は、 JIIIJX 21111である。 井戸跡は、 l~掘り井戸 4iS.、ニ

段掘り井戸5基、溜め池状の井戸 1基の3種類に分けられ、どの井戸跡も溝跳を付随している。

出土近物は、 土師器、東播系須忠器鉢、 1-C器碗、龍泉窟系w磁碗、 M安窯系冑磁碗、 白磁碗、

土錘22 ! ば、砥石、w鉗製"11鋭 l面がIll土 している。凪物でi.i:IJされるものは、井戸跡より出

土Lた1'f銅製和設で、当時の井戸の掘りf.l'えによる水への倍仰を研究するうえでi'{煎な'tt科で

ある。迅跡の時期については、 I2 -I 3世紀頃と考えられる。また、この土井外A追跡の丙

1ll1、筑後川底には弘安6年 (I2 8 3)に納iJ:11浚ぶ柑位義宜が削建した矢俣八幡神社（現在、

:_, 根町I釦島に所在）が330年Ill]所在しており、この矢俣八幡神社との関係も典味深いところ

である。

土井外B追跳は、 土井外A逍跡のt釦閥200mの地点に位社している。検IUされたill構は、

土墟8基、溝跡 l条である。Ill土屈物は、 1-C器碗が出土しているのみである。

今阿の出如こよって.:..: 根町の鎌6時代の生沿や信仰を検討する上で、重要な打科を得るこ

とができた。

一鯰 一
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6. 八籐遺跡 （略号 ：YTO) 

遺跡の所在地

三登基郡上峰町大字堤字迎原

詞査主体

上蜂町教行委月会

関査期IUJ

平成3年7月～平成4年2月

潤査面積

15.000rn' 

造跡の概要 図40 八藤遺跡周辺地形図 (1/25.000)

八藤遺跡は、行板山系から派生する揉応22m-36mの中位段丘上 （八藤丘陵と仮称）に

立地する、縄文時代から奈良時代にわたる集落を中心とした複介迅跡である。八藤丘陵は、両

を切通川支流の大r.~居川、束を切通）II支流の大谷）IIに開析され、南北に延ぴる丘陵となってい

る。本迫跡の周辺には、北方の山麗部および洪積世丘陵存位面には古tn時代後期の小円JJ'1から

なる古項群が広がり、西方の二塚山遺跡群が、また南東方の船石丘陵には船石迅跡群が所在し

ており、弥生時代を中心とした各時代の遺踪が濃密に分布している。また、本丘陵から西方へ

派生する一支丘が古代に堤土毘として成形利用されている。

本年度の潟1i.は、追跡の巾央から東側斜面にかけての、 1カ所、 2地区 (VI区： 11,250m・ 

＂区 ：3,750m)について実施し、縄文時代から弥生時代、奈良時代の各期にわたる迅構、遺物

が検出された。

縄文時代の迅構としては、後期の土墟が5基、潤査区の北西部において検出された。これら

に伴い、縄文土器片、石器、湖片、チップ類が出土したが、前年度溝査した1V払に比して泣的

には少址である。

弥生時代の遺構としては、中期前半のP'l形住居跡3ff、大型の円形土墟4基、後期初頭の竪

穴式住屈址 l軒が、潤介区の州部において検出された。特に、大型の円形土墟は、直径3m

深さ 2m弱を計り、特昇な辿構である。出土遺物は、弥生土器片、焦曜石のチップ類があるが

これも黛的には少黛である。

余良時代の所産と考えられる遺楕と しては、溝、掘建柱建物跡、 土坂、火葬廷などが検出さ

れ｀土師器片、須恵器片がまとまって出土している。土墟のなかには、覆土に多位の炭、焼土

を含むものもあり、鉄滓も検出された。

前年度の潤介で確認された約Gmの間隔で並行する 2条の溝は、凸壺区北部を横断する形で

本丘陵束端まで断綬的に検出された。また、掘建柱建物跡は、この溝の南北から合計2o ! 成が

検出された。1ti北の建物群の建物は 主`軸、規模などから、数期にわたる建て替えがあったも
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のとどえられる。1t.i部の建物詳のなかには、周沿が巡っているものもある。また、北部の建物

群は、平成,1年度潟介予定地区に広がる可能性が裔い。これら1,t/北の建物群と前述の2条の溝

Iこに重複関係が認められないことは、両者の1井1秒）可能性を示唆し、堤土嬰の性格付け.:/.f恨

的閲述をぢえる上で柑可（な'ti料といえよう 。

火葬硲と考えられる迅構は、南部の建物群の北に位沢し、方形の ．．段掘りの土墟中央に、杯

で溢をした短類壷を倒irtし礫で固定したもので、後rn:の耕作でJ以位閻は大さく捐なわれている。

今回の~:1'tでは、奈良時代の迅構 ・ 遺物がまとまって検出された。 これらの追構群の性格に

ついては、P.ll断でさないが、今後の潟査の成栄によっては。宜的施祖の存在も考えられる。当

地において、このような規校で.,時の遺情が検出された前例はなく、当時の社会のあり方、堤

また、堤土i:tとあわせて本遺筋の歴史的．な義を考える上で店重なti料といえる。

印近路状遺溝 図追路状遺構北部の建物群 固道路状退構南部の建物群 囚火3認墓遺栴

ー邸 ー



7. 上石動遺跡 （略号： KIN) 

逍粉の1祈在地

柑I/Ci/氾束1浪!tt).:.•i:n動'i:凹本杉はか

,J/11c0i'.H: 

東m出す教'(j委ti会

, J/1:fi:!Ulllll 

1祉!i:3年5IJヽ '1'1£,1年3II 

，J/lfi: 面積

I. 500m' 

沿粉Q)慨要 1i142 l: 石動辺跡周辺地形J・xl(1/25.000) 

束杵柑,Hは町加の東部に位i粒L、 印 饂1よf国山系の1旧麗で約,,位段．斤．がI~北に細艮く広

がる Ii陵地帝である。

暉動迅跡はこれらの段［：の中の ：塚11、1段丘 .~I 逹IJ;(f昨：がf国山系に結び付いた1ti麓のゆ

るやかな傾斜地に・:J_地し.Ill r, 川の東1加広がる加j5 0 111のところに広がる縄文時代から近

世にかけての硲地と染裕<l)iii跡である。 L石動迅跡周i!llこはw鉗器や鉄器を多く /ll・I:した弥'l,

時代の：iゑ111沿粉群．，り代末から近世の1l1lii仏教滋跡である芯(1b寺跡などがあり凪＇跡の密度は

岱い地域である。

I·.~, 動追跡のぶ代地II.周辺は現況の水FLLに ，•;t(t らしい痕跡が認められ、また、隣接する下./.i

動沿跡からは，1;trtゃ，,,-in時代の竪穴式tr屈跡がかなりの数帷認されている。

」ぷ動迅跡;J,11f.地Iiから は、 ·,•渭1時代のものとしては竪六式住1丘跡 I.ff、かなり破壊された

慣穴,¥:1i屯を内部七体と し、周泊をもった古l(t2)いが確認された仮良 • 平安時代の追情はな

く、 i董(t時代から屯町時代にかけてとみられる、拙姐以建物跳 l棟 ・i倅跡多数・ 穴多数を検Iii

Lた

/Ill→ :iii物と Lては．縄文 I・.器.!.l.¥11如 i・サスカイト .I: 師器 ・i(i)ぶ器 ・鉄器 ・など多種多様

であった 横·火式fi•,;\の硲j釦からは I·.師器・ ifi忠器・鉄器が/1',・I:している。

Ui動沿跳』企地Ii.は｀検Ill迅情から.,';J-(t時代の収俗跡・硲地・中11しの集落跡の大さく分

けて 3つの時期の沿動1/il',l:があった 各々の時1り1のIIIJに空i'IIUJIIIJはあるが、 ITIf, 川東r,,の石動

地Ii.の間兌'1!とともにII迂IG(段fi:UJ逍跡とのつながり をどえる上で桝9味深い。

ー邸 一



田.I:石動遺跡全穀

図8項全段

固i!itrt石当
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8. 塚原遺跡 （略号 ：T K H) 

遺跡の所在地

佐双県神埼郡神埼町大字尾崎字塚原

.v41t主体者

神埼町教行委n会

両査期IUJ

平成3年 6月-2月

講企面積

1,060n{ 

遺跡の概淡 図44 埃I以遺跡周辺地形図 (1/25.000)

塚f~(追跡は、神埼町北匹部の標窃約 16-18mの徴窃地上に立地する。 潟企の結果、 3 . 

4区より1日石器時代から中世にいたるまでの多数の迅構・遺物を検出した。

旧石器時代と しては、大きく 2カ所の遺物集中部分を確認した。追物の出土状況は、後世に

削平を受けており包含層の遺存状況は良くない。出土した選物は約 I5 0点と少なく、ナイフ

形石器が数点あるほかは、潟片がほとんどである。ナイフ形石器の中には国府型ナイフが含ま

れている。

縄文時代の遺構としては、早期の押型文土器を伴う集石が2基存在する。

弥生時代の逍構としては、前期から中期前半にかけての竪穴住屈跡 ・i隕・溝跨が潤企区南

半部に分布し、潟究区中央部に甕棺硲を主体とするな地を確認した。この姦地は、売棺硲 45 

基• 土墟硲5基 ・然祀造1昇3基で構成されており、東西に長い列埋葬の構造を持ち、ぢ域の中

で群の存在を認めることができる。遺物としては｀土墟gょり/fj製石録がまとま って出土して

いる。

命良・平安時代の遺構と しては，この遺跡の南端を束両に走る古代官道とll!I係するものと考

えられる追銘跡・掘立柱建物跡 ・ 土墟• 井戸跡などがある。追路跡は、 tMi昇にあたる部分を小

穴が述紐して認められ、 'tiJ'道には直行せず、やや西編する方向で北にのぴている。さらに、部

分的にこの近路跡より直行する東西方!nJの小穴列が存在し区圃施設の存在を伺わせる。また、

潟査区中央部を東西に足る同時期の溝跡が、この道路跡と交差する部分が切れており出入U施

設の可能性がある。掘立枕建物踪との関係は、主要な述物跡は講査区怜i半部の宜辺に近い地区

に分布する。3.,11!. の北部に位骰する 2区では、束酉方向の並行する溝跡の存在が、 3・4

1がの道路跨に直行する位置1関係にあり、近路遺構ではないかと考えられる。この地区において

も数棟の掘立柱建物跳 · t墟 • 井戸跡が集中している。

本選跡は旧石器時代から中世にいたる複合遺跡である。弥生時代の集裕と硲地の検出はこの

地lメ．．における集落と墓地のあり方を知る上で直要であり、さらに宜逍に関係する道路跡と建物

跡の存在は非常に煎要な成米である。
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田塚原遺跡3区全依

図4区全穀

固3区近骰

国3区近路跡
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9. 小林遺跡I~V区 （略号 ：K BY) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字尾崎字小林

調査主体者

神埼町教行委貝会

讃査期間

平成 3年 5月～平成 4年 3月

綱査而積

2. 0 0 0 rn' 

讚査の概要 図46小林遺筋1-v区周辺鯰形図 (1/25.000)

遺跡は、神埼町北西部の楳il'liI 3-1 5 mを測る水田部に立地している。本遺跡は、北に塚

原遺跡、南に祇剥原遺跡と隣接しており、北閲の塚原遺跡との校界には官道の推定路線が東西

方向にはしり、その痕跡と考えられる切り通しも存在している。

潤査は、圃場整偏により堀削 ・削平去れる部分を対象に実格したため、小林遺跡の周知の範

囲内で謂査地点がr-v区の5ケ所に分かれており、 この中でI・ fl・¥/区は徴高地上に、 ID・

IV区は谷状の暗部に立地している。調査の結果、弥生時代・古代 ・中世の涵情が多数検出され

た。

弥生時代の遺構は、 V区のみで確認されており土猥や円形周溝状遣構があるがその数は少な

し' •
古代の遺構は、調査地点の全てにおいて多数確認されており、拙立柱建物跨や井戸跡 ・土猥 ・

溝跡などがある。特にI・fl区において掘立柱建物跡が 10棟、井戸跡 1基、廃棄土墟8基、

溝跡 1条などが検出されており、これらからの出土遺物は9世紀末~ I 0世紀の様相を呈して

いる。その中で区において、 2基の土墟より長沙窯系の水注の破片が．溝跡より越州惑系w磁

椀が多址の須忍器や土師器の杯 ・皿・甕などと共に出土しており注nされる。

中世の選構は、 I・Il区において数条の溝跡が確認されているのみであるが、 a区において

東西方向に延ぴて、底の部分に霞を敷き詰めた溝跡が確認されており、その状況より通路状の

厖設の可能性のあるものも存在している。

以上のように、本選跡の関査で確認された遣構では古代の選構が最も多く、特に官道に隣接

する r. a区における集中が顕若である。この宜道を挟んで北に隣接する塚1点il'l跡においても

同様の選構が多数検出されており、官道そのものの存続期llりやその周辺の状況を考える上での

好脊料を得ることができた。
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10. 祇園原遺跡I・II区 （略号 ：GB R) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字尾崎字祇園原

詞査主体者

神埼町教行委貝会

囮査期間

平成3年5月～平成4年3月

製査面積

3, 500m' 

調企の概要 図48祇団原遺跡，I・0区周辺地形図 (1/25,000)

遺跡は、神埼町北西部の標窃 I3-I 4 mを測る微窃地上に位霞しており、本選跡の周辺に

は小林遺跳、迎田遺跡、井手遺跡が存在する。

潤査削場整偏により水路の埋設部分及ぴ掘削• i'fl)平される部分でおこなわれた講査の結呆、

弥生時代後期～終末から古m時代初頭では竪穴住居跡、土城、不明遺構、円形周溝状遺構。古

代では、土墟。中世では、溝跡が確認された。

弥生時代後期～終末から古打時代初頭の竪穴住居跡に関しては、講査区中央部に弥生時代後

期のものが、調査Iえ肖部に終末から古項時代初頭のものが存在する。平成2年度に調査された

迎田遺跡 （道路を挟んで西側）で確認された住居跡群との関述が指摘される。円形周溝状遺構

に関しては、弥生時代後期のもので、幅0.5 mで、径5.0 mの円形を呈するもので、北西隅

に陸橘部をもっている。

古代の遺構に関しては、9世紀末-J 0世紀の遺物の出土する土墟が確認されている。これ

に伴う掘立柱述物等は確認されていない。

中世の選構に関してはIll?.でほぼ並行して延ぴる漑跡が、n区では「L」字状に屈曲する溝

が確認されている。 I区の並行溝は逍路の側溝の可能性をもつが、溝のIll!部（路面）は硬果面

等は観られなかった。n区の 「L」字に凪曲する溝に関しては、建物に関連する溝と考えられ

るが、溝内部の柱穴群に掘立柱建物を構成するものが存在する可能性がある。
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11. 野畠遺筋 （略号 ：NB  T) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字尾崎字

潤査主体者

神埼町教行委月会

潤査期間

平成3年5月～平成4年3月

汎査面積

2 5 0 rrl 

潤査の概要 図50 野8遺跡周辺地形図 (l/25,COO)

遺跡は、神埼町北西部の標店約 16 mをiJlljる水田部に立地している。潤査地は古代の官辺の

推定路線上に立地し、西側には小規楳な切り通しが存在している。

漑査は、細場整佃により水路埋設のために掘削される部分について実施した。

関査の結果、講査地の北憫において中世～近世と考えられるi粋跡2条及び小穴などが、中央

部-1¼1偲lにおいて何らかの整地と考えられる痕跡が確認されたが全体的な遺溝の密度は令薄で

ある。

これらの迅構の中で、整地の損跡と考えられる部分は官道の推定路線」こに位設している。こ

の部分は、紗い谷状の落ち込みの上に立地しており、約8"'の糾で40cm程度の厚さが残存し

ている。この部分は、砂質土や粘質土が2-lOcmの耳さで交互に堆楕しており、その上面は

かなり硬化している状況で、何らかの人為的な整地を窺わせるものである。

この部分が前述のとおり官辺の推定路線上にある点や、その鉗が頌査地の酉に存在する切り

通し部分の輯とはぼ一致するなど、これを官道の路而と推定するうえで有効な状況は偏えてい

るが、潤査地の状況が低湿地であるにもかかわらず側溝などの排水施股が確認されていないこ

とや、この必1t.地に隣接した地点での発堀潤査（県教委が実施した肥前西海辺確認悶充）にお

いて今阿l司様の糀地などは確認されていないことなどから、この部分を官道の路面と確定する

には至らない状態である。今後このような官道推定路緑上の潤森例の成果を総合的に検討する

必要があるものと考える。
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田野畠迫跡よ り西方官逍路線
遠釈（東より ）

回野8遺跡全尿

固官辺路線全猥

-95-



12. 轡田遺跡I・Il区 （略号KBY) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字尾崎字

潤査主体者

神埼町教育委日会

潤査期間

平成3年5Jl一平成4年3月

潤査面積

l.500nf 

潤査の概要 邸？ 轡ID遺跡J・Il区周辺地形図 (1/25,000)

遠踪は、神埼町の北匹部の際高 II -I 2 mを測る水田部に立地している。調査は、圃場整

燐により掘削 ・削平される部分を対象に実施したため、 I・D区の2地点に分かれている。

潟査の結果、近世の堀立柱建物跡や溝跡、土墟などが確認された。I区においては、調査区

の東端部付近において溝跡や小穴が、南端部において東西に延ぴる溝跡が確認されたが潤査区

の中央部付近に於いて選構の検出は行無であり、束端部や1l1端部において検出された選構もそ

の密度は令薄である。出土造物も少なく、南端部において検出された溝跡より瓦質の甕や陶磁

器の破片が少数あるのみである。

ll区においては、瀾査地が区に比ぺてやや店い位霞にあるため逍構の密度は窃く、湿立柱建

物跡 1棟や溝跡5条、 土墟4基などがある。掘立柱建物跡は IX2間以上の規模であり潤査区

の北11111こ延ぴる可能性がある。溝跡は、東西やm北方向に延ぴておりこれらはほぼ直交する関

係のものもある。出土遺物は．、土師特の甕などの破片や陶磁器などがあり、これらは I7世紀

後半-I 8世紀と考えられる。
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IIl轡1I1遺跡潟介地全骰

図rn:・全尿
固n区全穀
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13. 馬邸遺跡 （略号 ：MG  I) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字鵡字馬郡

調査主体者

神埼町教育委貝会

調査期間

平成3年 II月～平成4年 3月

関査面積

2 I 5 m' 

遺跡の概要 図54 馬郡遺跡周辺地形図 (l/~5.000)

遺跡は、神埼町東部に存在する吉野ケ里丘陵と呼ばれる南北 6kmにわたる舌状丘陵の西に広

がる標高約 IOmの水田地帝に位餞している。

調査は、国営水路千代田線の工事に伴い行われた。岡査の結果、弥生時代中期の土濱、円形

周溝状遺構、溝跡が検出され、調査区南部分に関しては、地形的な裕ち込みが確認された。円

形周溝状遺構に関しては、西半部は調査区外であるが、幅 I.0 mの溝で、径3.5 mの円形を

呈するものと考えられる。

出土遺物には弥生時代中期の甕、壷があったが、いずれも小片での出土であった。
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III馬郡逍跡全原

図溝跡

固土 墟
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14. 宿野遺跡 （略号： SKN-1~8) 

遺跡の所在地

佐買市久保泉町大＊下和泉字御供田

讃査主体者

佐賀市教育委H会

瞬査期llll

平成3年 6月-I 2月

調査面積

I O, 0 8 0 rr{ 

遺跡の概要 図56宿野遺跡周辺地形図 (1/25.000)

宿野遺跡は、佐賀市域北東部に位僅し、周辺には畑地及び棚田が広がる。遺跡は、 Tfiに舌状

に突き出す低位段丘面とその下位の沖積面に分布し、西端の区は段丘面上の開析谷にかかり、

2~6区は段丘面上、 7・8区は段丘東側の扇状地面に立地する。椋店は遣構検出面で I7. 

5~19. Smほどである。岡査区の西端は平成2年度に発掘頌査を実施した東忘田遺跡1区

に接し、同じ段丘面上の南 I.5 kmには裸木遺跡の広型鋼文出土地点が所在する。

今回の発掘調査は宿野遺跡における初例であり 、調査区は工事の関係や道路・水路1こより 8

地点に分割された。各潤査区の主な調査成果は以下のとおり 。

酉端に位阻する I区では、明確な遺構はなく、奈良時代と近世の遺物がわずかに出土した。

西側の2区では近世以降の撹乱により遺跡は消滅していた。段丘面のほほ中央に位粧する 3区

は、葡萄畑による撹乱が激しくかなりの遺構が梢滅していた。良好な状況の包含暦ではないが、

縄文時代早期の押型文土器が30点ほど出土した。押型文は楕円のものと山形のものがある。

また、平安時代前半の土堀廷 (SP304)を検出し、土師格の一括脊料を得た最も祁所に位

詮する 4区は、 I5世紀の用水路 (SD402・403)と溜め舛 (SK404)らしきもの

と、I5 ~ 1 6世紀の溝を検出した。 5区の西憫に接する 6区は、中世集落の一部にあたり、

用水路 .・区画溝 (SD6 0 0 らしさものと土濱群を検出した。7区では奈良時代の土墟 （土

器溜）を検出した。束端の8区は近世以降の撹乱により遺跡は梢滅していた。

参考文駄
i!!i田騎 ・＊贔慎i/J(I 9 9 2) : 駁ノ町遺蹟 .Jl!II田遺鯰・ 隕木遺鯰 • 北m遺謬・ lhta遺躍 （佐nm文ft.I!廣膏Ill苫苔38) 

佐買市散＂委 H会

,1旧田違男 11993): fd野遺跡 （佐買~tt化財綱'11'111告言 4 ヽ ） ； 佐賀 ~I歎'fr-flt!令
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15. 篠木野遺跡 （略号： SGN-2~5) 

遺跡の所在地

佐賀市久保泉町大字上和呆字篠木野

調査主体者

佐賀市教育委R会

調査期IHI

平成3年 6月-3年 II月

甜査面積

2, 340m' 

調査の慨要 図お篠木野遺跡周辺地形図 (1/25,000)

篠木野遺跡は佐賀iiiの北東部、存振山系南麓から派生する丘陵の先端部、または微店地状上

窃まり及びその緑辺部に位謹し、標高約 !Omを測る水田及ぴ畑地下に所在する。

周辺の遺跡には、弥生時代の集落である琵琶原遺跡 ・村徳永遺跡、古培時代の集落である大

野J以遺跡、中世の館跡である徳永遺跡がある。

今回の発堀潤布は 4地区に分かれて実施し、弥生時代から近世にかけての遺構 ・遺物を検出

した。

弥生時代の遺構は、土城 ・甕棺廷等がある。特に甕棺廷は今回の躙査区内では2区で大部分

を削平され残存状況が悪いものを 1基検出したにすぎないが、鵡査地の3区に接する畑に所在

する支石茄の存在や、 4区に接した地点でも確認されたことを考えると、現篠木野集洛を中心

とした大規模な硲域の存在が想定できる。

古項時代の遺構は、井戸がある。紫堀のもので、径 I.5 m、深さ 1m程を測り、甕・右杯 ・

小形九底titを検出 した。

中世の遠溝で注目されるのに大溝がある。2区で一部を検出したのみでその全容を把射でさ

なかったが、 $1.l3 ,n、深さ 0.5 mを濶り、周辺に所在する中世集落を巡る溝である可能性が

ある。検出した遺物は瓦器（椀）、土師器 （皿）等がある。

近世の遺構は、溝、 井戸、土墟等がある。溝は輻0.7m-l.5m、深さ 0.3m-0.5m

を測り、大足の磁器（碗 ・染付け皿）、掏器（碗．皿）を検出した。井戸はいずれも紫堀で、

径 I.5 m、深さ Imを測る。土U員には長軸2m、短軸 Im、深さ Imを測り、平面プランは

隈丸方形を呈 し、底面から瓦竹の甕 ・染付け皿・五輪塔を検出した近世の甕棺裕と思われるも

のを検出した。

今回の調査で往木野遺跡は弥生時代から近世に及ぶ複合遺跡であり 、その主体は中世から近

IH:1こかけての梃裕であることがわかった。
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16. 琵琶原遺跡 （略号 ：BWB-2~3) 

遺跡の所在地

佐双市久保泉町大字川久保字原地内

潟査主体者

佐賀市教有委且会

調査期間

平成3年 I0月-II月

潤査面積

7 8 0 m' 

遺跡の概要 図60 琵琶原遺踪周辺地形図 (1/25.000)

琵琶J原遺跡は、行振山系南震から派生する舌状丘陵地に位筐し、標窃約 I4 -l 5 mを測る。

今同潤査を行った地点は、その丘陵の緑辺部にあたり潤査区の大部分が谷地形の落ち込みにか

かっていた。琵琶原遺跡では、今回の調査地点の北閲 （現柱寿固）で昭和55年度に発掘潤査

を実施し、弥生時代から古内時代にかけての竪穴住居を 50軒以上検出している。今囲の濶査

は、それに萩く 2・3次調査である。調査の結果、弥生時代と江戸時代に属する遺構、選物を

検出した。

弥生時代の遺構は、後期に属する土塙を検出した。なかでも SKOOI・SK003は、い

ずれも長軸 I.5 m程を測り隅丸長方形を呈しており、 一括賀料として良好な土器が大:Iii:に出

土した。出土した土器は甕 ・疵 ・石杯 ・鉢 ・器台等がある。

江戸時代の遺構は、幅I.5 m・ 深さ 0.3 m程を測る溝を検出し、 土師器 （皿）、磁器 （染

付け皿・碗）、陶器（碗・皿・摺鉢）、五輪塔等が出土した。しかし、ほとんどが腐査区外に及

んでおり、全長およびその性格については不明である。

この他に、遺物包含層から0緑部及ぴ胴部上位にそれぞれ一条の刻目突帝文をめぐらした縄

文時代晩期に属する土器や、弥生時代から古償時代にかけての土器片•石包丁等を検出した。

今阿は講査範囲が狭いうえに大部分が自然裕ち込みにかかっていたため検出した遺構も少な

く、弥生時代と江戸時代に属する集洛の一部を確認したにすぎなかつたが、包含層から縄文時

代晩期の土器を検出 したことでこの周辺の集落がこれまで確認されていた時期よりさらにさか

のぽった時期より営まれていたことが考えられる。
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17. 大野原遺跡 （略号 ：ONR- 1~4) 

逍跡の所在地

佐買市金立町大午干布*大野原

調査主体者

佐賀市教脊委H会

甜査期IUJ

平成3年 J0月～平成4年2月

調査而積

3,849m' 

遺跡の概要 図62 大野原遺跡周辺地形00(1/25,000) 

大野原遺跡は佐質市の北部にあって、椋高 lOm前後の複合扇状地上に立地する。遠跳の東

には巨勢）IIが南北にその流路をとり、また西から南にかけては金立川が而流し巨勢）IIにそそい

でいる。周辺には史蹟である銚子塚古柑や、弥生後期～古収初頭の集落が調査された琵琶原跡、

また臣勢）IIを挟んで対沿には、IO 0棟以上にのぽる堀立柱述物を検出した弥生後期の拠点媒

落である村徳永遺跡などが存在する。

今阿の祖査地点は4地区に分割されており、便宜的に北から 1区 ・2区 ，3区・ 4区と呼祢

し曲査を行った。以下、各潤査区ごとにその概要を述べる。

1区では弥生～奈良時代にかけての溝・土墟・ 遺物包含層等を検出した。なかでも奈良時代

の溝は古代官道の推定ライン上にあたり、官道に伴う側溝である可能性が店い。また逍物包含

層からは、弥生後期を中心とした遺物が比較的まとまって出土した。

2区では弥生～古打時代にかけての竪穴住居 ・掘立柱建物・ 土漿怒 ・溝 ・土城等を検出した。

特に竪穴住居は、弥生中期前半 ・弥生後期後半～古柑初頭のもので30数棟を検出した。比較

的遺存状態がよく、そのはとんどが当該期特有のベット状遺構を有するものであった。また逍

物もまとまって出土しており 、当時の土器編年を考える上でt't爪な行料を提供している。

3 区では縄文～古m時代にかけての掘立柱建物 · 溝• 土凝等を検出した。なかでも縄文時代

の所産と思われる土坂は、落し穴状造構と考えられるもので、佐JY,I,域では初見である。また

掘立柱建物は 2区で検出した建物と同時期のものと考えられ、集落の広がりが窺える。

4 区では古打時代初頭の竪穴住居・溝 • 土漿等を検出した。 竪穴住居は 4 本柱、低いペ ッ ト

状逍構を有するもので、住居の外側には幅40m程度の周溝を巡らしていた。また土城は埋土

中より鉄滓等が出土しており、製鉄関連の遺構である可能性がある。

大野原遺跡の濶査は今同が初めてで、弥生後期～古1l't初頭を中心とした集沼跡であることが

確認された。同時期の集裕跡の調査は、佐竹市域では琵琶原遺跡がある程度でその潤究例は少

なく、今阿の占査成米が箕諏な汗料となると考えられる。
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遺跡の所在地

佐沢市金立町大字千布字二本焦木

調査主体者

佐買市教脊委n会

調査期間

平成3年 7月-I 0月

調査面積

2, I O 0面

選跡の概要 図64千布ご本開木遼跡周辺地形図 (1/25,000)

千布二本黒木遺跡は佐買市の北部にあって、標ti;5 ,nl前後の沖積地との悦に近い複合扇状地

の先端部分に立地する。束には巨勢川が術北にその流路をとる。周辺には弥生中期の甕棺墓群

である東千布遺跡、古柑初頭の集落の一部を調査した久官遺跡、弥生時代～中世にかけての複

合遺跡である友只遺跡、また巨努川を挟んで対岸には、 IO 0棟以上にのほる掘立柱建物を検

出した弥生後期の拠点集落である村徳水遺跡などが存在する。

今回の綱充地点は5地区に分割されており、便宜的に北から l区・ 2区 ・3区 ・4区 .5区

と呼称し潤査を行った。いずれも狭小な潤査区で遺跡の全容を明らかにするものではなかった

が、潤査の結果、縄文時代～近世の遺構・遺物を検出した。その内中心をなすものは弥生時代

中期と中世に属する集落跡であった。

弥生時代の選構は、中期を中心とした堀立柱建物・溝 • 土城等を検出した。溝は2条検出し

た。断面逆台形を呈し鉗3.0~3.Sm、深さ 0.5~0.6m前後で、比較的大泣の弥生土器

が出土した。堀立柱建物は IxI Ill! の規校を有するものを 2棟検出した。隣接する甕棺廷群が

検出された束千布遺跡と関述する集沼である可能性が高い。

中世の遺構は、 l3 ~ I 4 世紀を中心に掘立柱建物•井戸 ・ 土漿・沿等を検出した。 姐立柱

廷物は3XI間を基本とし、 20棟前後を確認することができた。狭い範囲に集中的に検出し

ており、何度かの立て特えが行われたことが考えられる。また屋敷地を区西するかと思われる

溝も検出されている。

今回は関査範囲が狭く、中世集落の一部が明らかにされたに止まるが、濶査地の周辺には、

「久臼」 ・「友貞」 ・「東名」といった中世的な地名呼称が残っていて、この地域には広い範

囲で中世の社園村落が分布していたものと思われる。
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19. 牟田寄遺跡 （略号 ：MTY-E) 

遺跡の所在地

佐賀市兵庫町大字瓦町字牟田寄

調査主体者

佐賀市教'ff委貝会

調査期間

平成3年 6月~I 2月

調査面積

4, 8 7 5 rr{ 

遺跡の概要 図66 牟田寄遺跡周辺地形図 (1/25,000)

牟田寄遺跡は佐買市の東部にあって、平均標高3.5 mを測る水田下に所在する。遺跡は牟

田寄 ・千住集落IUJに広がっている。その中間に焼原川があり、蛇行しながら酎流する。牟田寄

遺跡は平成元年度に 3,000m'の発堀潤査を実施し、調査区をA~Dに分けている。今次講

査区は焼朕川の東岸にあつてE地と呼称し発掘調査にあたった。

今回の潤査でこのE地区は弥生時代後期・古項時代を中心に営まれた集落跡であることがわ

かった。

弥生時代の遺構には井戸 ・ 溝• 土凛 ・堀立柱建物等がある。井戸は径 Im、深さ I. 5 m程

度を測り、すぺて業掘の一段掘りである。埋土下層からは井戸の廃棄の際投入されたと見られ

る甕・壷．鉢等が出土し、その遺存状況も良好なものが多い。土吸は上面の平面形はすぺて不

定形を呈し、弥生土器片を検出した。溝は栢0.5m~5in、深さ 0.3in-0.6mを瀾るも

のを検出したが、潤査区外にも及んでいるため全長ぱ不明。埋土からは弥生土怪片を多量に検

出した。掘立柱述物はほぼ調査区全域に及んでいた。弥生時代後期を中心に造営されたものと

考える。今回の調査で掘立柱建物は数十棟存在するものと考えるが、柱穴どうしの切り合いが

激しく、柱穴の連絞性が確実なものは数棟を数えるにすぎない。今後遺構配慨図や柱穴儲別実

測囮を検討し、建物の棟数を確定していきたい。また、これらの柱穴のほとんどは抗の底に樹

皮又はな状植物を一定方向に敷きつめ、その上に例り込みを入れた横木を柑き柱を立てている。

市域南部の軟弱地盤対策であろう 。

古項時代の逍構には土墟 ，掲立柱建物等がある。土墟で代表的なものとしてはSK338が

ある 。 これは調査区南半で検出したもので須恵器杯• 高杯を一括して検出し、須恵粒編年の好

沢料となる。堀立柱述物は5棟検出した。いずれも 2r.JJX 211りの稔柱のものでS8359から

3 6 2掘立柱這物は北束から南西方向に一列に並ぴ、倉庫群を連想させるものであるo

今阿の調査区点は牟田寄遺跡の北東部にあたり、この遺跡の集落が北方の干住遺跡にまで萩

いていることがわかった。佐買平野南部の集裕を考える上で菰要な行料となる．
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20. 観音遺跡 （略号 ：KAN-1) 

遺跡の所在地

佐双市北川副町大字弘法字屋敷田

調査主体者

佐賀市教行委貝会

調査期!Ill

平成3年 ll月-12月

調査面積

4 8 0 rr{ 

遺跡の概要 図68 観音遺跡周辺地形脳 (1/25,000)

観音遺跡は周知の埋蔵文化財包蔵地外の地区で新たに発見された遺踪で、佐行市の南東部、

平均椋j¥'lj約2m程を測る低平な平野部に位匿する。

詞査の結果、中世から近世に属する遺構・遺物を検出した。

中世の遺構は井戸•土塙・溝がある。 井戸はすぺて素掘のもので、姐り込み上面 1.2 - 1.5

m、深さ l.4-l.5mを測り、土師器 ・瓦特片を検出した。土漿は平面プランがほぼ円形及

び不定形を呈し、土師器（皿）等を検出した。溝は州北に延ぴる屈敷地を区画すると思われる

輻 3m、深さ 0.5 mのものと、幅0.5 m、深さ 0.6 mを測るものを検出したが、ほとんど

が調査区外に延ぴるためその全容は不明である。検出した遺物には、 土師器（杯 ・fill) . 瓦器

（椀） ・宙宋の龍泉燕産である磁器（碗）等がある。

今回の調査で観音遺跡は鎌倉時代から江戸時代に営まれた集落跡であることがわかったが、

調査範囲が狭いため一部を確認したにすぎない。しかし今回検出した井戸や屋敷地を区固する

と思われる溝は、地元に伝承される 「屋敷の内」という地名呼祢に何らかの歴史性が存在する

ことを証明したものである。伺じように、北川副町の梅足敷遺跡、鍋内町の大洒屋敷遺跡、兵

原町のウー屈敷遠踪でも、屋敷に関する地元呼称が残っている地点で中世の・巣浴遺跡が新発見

されている。地元に残る地名呼称の歴史性を考える上で、非常に興味深い。
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21. 高木川内遺跡 （略号： T KG) 

遺跡の所在地

多久rli北多久町大字,Jヽ侍字高木川内

潤査主体者

多久ili教脊委貝会

潤査期間

平成3年9月-I I月

閾究面積

7 5 0 rr{ 

調査の概要 図70 高木川内迅跳周辺地形図 (1/25.000)

多幻Ii北東部で、八幡岳 （椋/;Ii7 6 3 m)、船山（標ro;684m}から束に派生した丘陵に

Jti北を挟まれた狭I卜な谷あいに位置する。現況は、標窃40mの水田である。遣踪の周辺には、

いままで逍跨の分布が布薄な地区であり、この遺跡も平成2年度の確認潟究で発見された。し

かし、この周辺に遺跡が所存しないことを物語るものではなく 。今まで近代の炭鉱等の開発1こ

より遺跡が発見されにくかったことに起因するものであろう 。

潤査は、遺跡が分布する約 10,000mに対して、水路部分と削平を受ける部分について

実施したので、調査区はT字形となった。

硲木川内遺跡は、中世の掘立柱建物跡6棟、土墟 I5基、その他多数のビットを検出した。

この遺跡では、ほとんどの建物跡、および、いくつかのピットで柱摂が検出された。柱痕は、

）火色砂質土の中に凩色の柱痕跡であった．また、 3号建物跡では、 ビッ トに柱材の木片を検出

したが、 しかし、形状は既に邸食が進み不明瞭である。材質についても不明である。ただ硬1't

の木材であり雑木であろう。柱は総じて径 15~10c:mのものであった。一方、この選跡では

建物に関する規制 （規則）を感じさせる遠物が検出され、 6号建物跡は、 1叫規校の建物がはと

んどf,;Jじ位置に立替えが実施されていた。

また、 SK206号土漿は、平面規楳206cmXl2Jcmの細長く、深さ 42cmの中に炭や

焼土が充満していた。吸内の層序は、下層に炭や炭混じりの土墟で、 上層1こ焼土が全面張られ

たような状態であり、 堀内で火を燃やしたことは確かであるが、慾焼する土墟の上から粘土を

投げ込んでいることは 何`を意味するのか不明である。

以上のような特笙すぺき遠構が検出されたが、それらについての歴史的衷付けや用途不明な

点が多い。今後、綱査により類例が検出され、沢料が累積により検討を要するものであろう。
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田病木川内遺跡全餃

回S1<206土墟（南から）

固6号掘立柱建物跡 (1苺jから）

囚3号掘立柱建物跡柱穴（南から）
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22. 上早一本松遺跡 （略号 ：KIM) 

逍跡の所在地

佐賀郡川副町大字早津江

調査主体者

川副町教行委U会

甜査期間

平成3年 I2月

讃査面積

5 0 0 m' 

遺跡の概要 図72 上早一本松遺跡周辺地形図 (I/厖(XX))

上早一本松遺跡は筑後川の支流、早津江川右岸に位訟し、標窃2mの水田部及び畑地に立地

する。本遺跡周辺部は徴高地となっている。今回の潤査は水路工平による掘削部2箇所計50 0 

m'についてA、B地区に分けて行った。

A地区

A地区では溝跡2条、 土墟3基、井戸跡 1碁を検出した。これらの遺構の埋土すぺてにはカ

キを中心とした貝殻が含まれていた。

SDOOI溝跡は調査区南から西にかけて大きく笥曲している。また、北側において北方向

に枝分かれする 。 最大·~は2.5 m、深さ 0.5 5 m。この溝跡には貝層が含まれており 2-3

度にわたって廃棄されたものと考えられる。また、各貝層には埋土が殆ど含まれず、短期間に

形成されたと考えられる。

S0002溝跡は腐査区南から北に延びる。最大輻2.4 m、深さ 0.8 5 m。土城は 3基検

出しており、 SK004土虞 SK004土墟、 SKOOS土墟には貝殻を廃棄している。

SE006井戸踪は関査区南西隅で4分の 1程度検出している。深さ I.3 m。この井戸踪

にも人為的に形成されたと考えられる貝層が含まれている。また、最深部以下には自然堆積と

A
 ＋

 

胃い

。
5
 

!Om 

園73 .J: 早一本松遺跡A地区選構配筐図
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考えられる貝層を検出した。

主な出土逍物としてはSDOOI溝跡、 $D002湛跡を中心として土師器杯、小皿、't'/-磁

碗、常滑の大甕、瀬戸の梅瓶等が見られ、 I5 -I 6世紀と考えられる。

〇
杓

ー 瓜
SK013 SKOI2 

゜
P6o 

5
 

!Om 

四

0pa
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-
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2
 

p
 

図74 上早一本松逍跡B地区逍構配霰図

B地区では、溝跡2条、 土漿4基、井戸跡 1基、小穴を検出した。

SD007iお跡はほぽi紅北に延ぴている。棗大幅0.4 m、深さ約

0. 2 ,n. 
SDOOSi粋跡は潤査区内を東西に横切る形で検出した。最大幅

I. 3 m、深さ 0.6 m。この治跡からも埋土内に貝層が認められた。

カキを中心とするものであり、芳干の獣骨が出土している。

SK O I 0土城もそれぞれ埋土中に貝層を含む。これらはいずれも

深さ Im前後であるが、周辺が標窃2mであることを考えると、井戸

務の可能性も考え得る。また、 SKO12土墟からは、 土鍋 2点、小

皿6点以上が出土している。いずれもはばln1レペルにあり、 土鍋周辺

には籾穀状の炭化物が検出されている。その出土状況より、本来この

炭化物は土鍋に入れられていたものと考えられ．祭祀的な様相がうか

がえる。

SE009井戸筋は、最大径2.3 m、深さ I. 9 mである。埋土中

に若干の貝を含む。A地区のSE006井戸跡同様、最深部は日然堆

積と考えられる貝展となっている。

本調査区では建物跡を検出できなかつたが、現地形はA潟査区南餌l、

B謂査区の束側にl••Jかって微窃地になっており、集裕中心部はこの微

応地上に存在すると考えられる。

o P4o 
P5 

SKO!O 

g
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23. 遠ノ江一本松籠遺跡（略号 ：TI Ml 

遺跡の所在地

杵＆郡白石町大字遠ノ江字一本松籠

調査主体者

白石町教n委n会

調査期間

平成 3年 II月

調査面積

3 3 0 nf 

逍跳の慨要 因77 遠ノ江一本松籠遺筋周辺坦形図 (1/25,000)

遠ノ江一本松骰遺跡は、白石町大字遠ノ江字一本松籠に位骰する。白石町の中心部から約

I. 5 km南側、標石約 l.3 mを測る水1l1地帝に広がる。

この地域がいつ陸地化されたかは不明であるが、天仁3(J l O O)年の「大政官符案」に

は、現在の白石町和泉地区に存在した太宰府観世音寺の荘園「中淳荘」の四至として、「束l限

海、）川限七条日自昆北畦、西限馬田東畦、北限大江 （六角HI)」と記されており、平安時代末

期までは陸地化されていなかったことが分かる。江戸時代初期には、佐双藩初代藩主鍋品勝茂

が現在の佐釘県立農業店等学校敷地内に「屋形」を造営させ、遺跡の周辺で盛んに鷹狩を催し

ているので、少なくとも戦国時代にはある程度の陸地化が進行していたものと推定される。

東西方向の小水路部分を調査したが、面積が狭く土濱34基、溝 1本、土濱慕2甚、木棺岱

1碁が検出されたが、遺物の出土した土城はわずかであり、その遺物も近世陶磁器、瓦質土器、

土師辟等少量である。

土漿茎2基はいずれも閑丸艮方形の硲城底部に幅約2cmの角材で長方形の枠を組み、その上

に直接遺体を屈葬して安誼し、更に沿体の上に径約2cmの丸材を拶墟に平行する形で敷き並ぺ、

埋土を被せている。遺体はいずれも男性と推定され、 SPO Iの埋土から土師器小片・瓦質鍋

と思われる小片が出土 したにすさない。土濱姦2基は同様な埋葬形態を示し、また近接してい

ることから、ほぽ同時期に地葬されたと考えられる。

木棺潔は上部が大幅に削平を受けており、楕円形の揉城底部に九桶を設筐し、男性と推定さ

れる辺体が北枕の坐葬1こ安閻されていた。副葬品としては桶底部から数球と思われる青いガラ

ス::f.J個が割れた状態で検出された。f[l外の削葬品としては、廷漿北側に土師器杯3枚と小皿

6枚が検出された。

調査而積が狭く。逍踪全体を允分に把捐できたとは言い難いが、遺揖から推定すると遺跡l.i

集落の周辺部にあたり姦地として使用された可能性が高い。特殊な土慣募が検出され、中世末

から近世における葬送を考察するうえで伐煎な脊科を得ることができた。
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24. 妻山遺跡 （略号 ：TMY) 

遺跡の所在地

杵島郡白石町大字馬洗字馬洗

調査主体者

白石町教育委n会

調査期間

平成3年 9月-I 0月

調査面積

I. 265m' 

遺跡の概要 図79 妻山遺跡周辺地形図 (1/25,000)

妻山遺跡は白石町大字馬洗字馬洗に位設する。白石平野西端をほほ南北に延びる杵島山丘陵

から東に派生する妻山丘陵束端の南山震部分、標高約3.8 mを瀾る水田地帝に所在する。

検出された造構は土墟は土濃34基と、調査地区北側を東流する小水路の旧河道である。土

墟は大半が浅く遺物もほとんど出土しない。遺物の出土した土猥も近世以降のものである。

遺楕ではないが、調査地区東憫で旧河道によって削平された弥生時代の包含層が確認され、

弥生土器片が出土している。また前年度の確認綱査の際にも石包丁片が出土している。

検出された返構は近世選構のものが大半であるが、旧河道の埋土から弥生土器 • 土師器・須

恵器等が出土し、また弥生時代の包含層が確認されたことから、潤査地区周辺から古代の集落

が存在した可能性が考えられる。

妻山遺跡北東約40 0地点で調査された馬洗J:黒木造跨からも、弥生時代中期を中心とする

土器• 土弾、古m時代の土師器・須恵器等が出土し、また瑛山丘陵束端に造物の散布が見られ

ることから、弥生時代中期を中心とする船野遺跡や弥生時代後期の湯崎束遺跡の他に、伺時期

の集落が凄山丘陵東端付近に存在することが推定されるのである。
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田妻山遺跡全恨 （空中写真）

図S1(029(itiから）

臨 K036(西から）

臨 K037(北から）

臨 DOOi旧河逍（南から）
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25. 坊所三本松遺跡 （略号 ：BJ S) 

迫跡の所在地

三養碁郎上峠町大字坊所

幽査主体者

佐買県教百委U会

講査期llll

平成3年9月-1I月

潤査面積

8 2 0 m' 

遺跡の概要 図81 坊所三本松遺筋周辺地形図 (1/25,000)

坊所二本松造踪Ii切iili川洒岸約 I.5 mで、料扱山系南篤の鎮西山から1材へのびる丘陵、栖

店約9-l Omの南端に位召する。周辺の遺跡として本遺跡の北側には筑紫米多国造の首長硲

群と考えられているg達原古項群や杉寺遺跡が、西方250mには塔の塚廃寺比定地があり、

その他に洒蜂逍跡、小坊所遺跡が隣接しており、本丘陵は遺跡の密集地帝となっている。

潤査地点の現状は畑地であり 、潤査区の東側ではやや遺構密度は低いものの、ほぼ全破にわ

たって遺構を検出でき、弥生時代中期および奈良時代の集浴跡であることがわかった。

弥生時代の選構には竪穴住居跡 I3軒、円形周溝 1基、 甕棺墓 l基の他、土墟、小穴がある。

竪穴住居跡の平面形態は円形、長方形、閑九長方形とパラエティーに訂む。 SB003、00 4 

は平面円形で直径5-5.Smを測る。SB003は6本柱で床面中央には両端にピッ トをも

つ径約 Imの土城がつくられる。 SB004はSB005より切られるが住居跡内小穴より支

脚 3点がまとまって出土した。SBOOJ亀 00 5、0l 3は平而方形で径3-4mを測る。

5B007は平面長方形で、長辺5.5 m、遺存壁窃25 mと比較的遺存状況は良い。これら

の住屈跡では円形住居を除いて柱穴を明確に検出することができなかつた。SXO I 8は円形

）月溝で周活外径約4m、溝幅約0.5 mをはかり溝断面計l;tU字形である。周溝内出土の土盛

片より中）り後半と考えられる。SJO 4 Jは鉢と売からなる小児Jfl複式棺でその接合部には部

分的に粘土の目張りを施す。甕はLI粒部を打ち欠く。

奈良時代の遺溝には竪穴住居踪4軒、掘立柱逹物跡 1棟がある。竪,¥:住居跡3軒はカマドを

付設する。5B002、0I 4は平面）i形でともに北壁にカマドをもち、規模は一辺の長さが

3-3. Smを測る。S8012、0I 6は平而長方形で住It跡としては小形である。SBO

09は掘立柱注物跡で3ru1X 3問、芯心距院は I.I -I. 4 mを瀾る。

この他．洛とし穴と推定される土城を I0基検出した。平面形態は閑丸長方形で径は I111内

外を測り、埋土はすぺて茶色である。このうちSK023は堀底に小火をもつ。逗物が出土 して

おらず時代の特定は困難であるが迫構の切り合い関係や埋土から縄文時代のものと考えられる。
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田坊所三本松遺跡全りし （東から）

図竪穴住居跡詳（南から）

固SH014竪穴住／呂跡（南から）

回SJ卯 甕棺墓 (lfiから）

固SXOIS円形周溝 （束から）
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VI 総括

平成3年度に実施した只業基盤整儒事業に係る文化財調査のうち確認腐査は、佐買東部地区

で瓜栖市・中原町・ 三根町・上峰町・神埼町・千代田町の l3地区、佐賀西部地区で佐賀市 ・

川瑚町・店士町・多久市の字 I6地区、佐賀南部地区で武雄1li・大町町の2地区、佐買北部地

区で伊万里rli・ 西有田町の3地区、佐双上場地区で唐津市・鎮西町・玄海町，肥前町の9地区

である。

発掘潤査は、佐買東部地区 I3遺跡、佐賀西部地区9遺跡、佐買南部地区2遺踪、及び筑後

川下流用水事業地区内 1遺跡の合計25遺跡について実施した。

以下、確認隣査については地区ごとに、発掘調査については時代ごとにまとめる。

【文化財確認講査】

佐賀東部地区 島栖市-~栖北部地区・・"'栖西部地区、中原町中原北部地区、上峰町上峰北部地

区、神崎町横武地区、千代田町鯰江襖地区で遺構の存在が確認された。

.~ 栖北部地区では、弥生～中世の集落跡、島栖西部地区では縄文・古項時代の項廷、古代～

中世の集裕跡が確認され、中原北部地区では弥生時代集裕跡と古項群が確認されている。上峰

北部地区は、六本谷遺跡・冑柳古積群の範囲に含まれ、縄文～中世の住居跡 ・土墟などの遺構

が検出され、該期の狭裕跡と考えられる。横武地区は中世館跡である横武城のほぼ中央にあた

り、堀立柱建物跡・溝跡・土墟等が検出されている。鯰江襖地区は、柱穴 ・溝跡が検出され中

批の集裕跡と考えられる。また、今同の潟査で地区内に含まれる柳島遺跡の範囲が確定できた。

佐賀西部地区 佐賀市久保泉東部地区・久保泉西部地区 ・金立南部地区・金立北部地区・嘉瀬

地区・城西第一地区 ・城西第二地区・兵Pit南部地区 ・江頭地区、)II副町川副中部地区、多久市

多久/~(地区で遺跡の存在が確認された。

久保泉東部地区では古代～中世と思われる溝跡 ・土漿が検出され、久保泉両部地区では古用

～奈良時代の集裕跡が確認されている。金立南部地区・金立北部地区では弥生時代～中世．の集

裕跡が確認されている。特に金立w部地区で検出された中世の溝跡は集活の区阿溝1こなる可能

性があり注目される。嘉瀬地区 ・城西第一地区・城西第_:地区・ 兵庫l釦部地区 ，江頭地区では

弥生時代～近世の溝跡・土墟・ 遺物包含層を検出しており、集落の存在が予想される。）II副,,,

部地区では今回の調査では逍構は検出されなかったが、近接地の潤査結果などから中世の集裕

である臼江遺跡の範囲に含まれるものと考えられる。多久原地区では中世の遺物包含培が確認

されている。

佐賀南部地区 武雄rl瑣~>t-lll地区・大町町神山地区で遺跡の存在が確認された。

捐牟山地区でが窯跳の物原の一部が検出され I7 世紀初頭~Ji•/半の陶器片が多数出土した。
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神山地区では中世～近世の柱穴・溝跡が検出されており該期の集裕跡の存在が予想される。

佐賀北部地区 引確な遺跡は確認されていない。伊万里市中里地区は、地区内に多数の遺物が

散布しており、当初遺跡の存在が予想されたが、調査では遺構は検出されず、遺跡は大正年IUJ

に行われた耕地整理により削平されたものと考えられる。

佐賀上場地区 鎮洒町打上地区・玄海町大，8地区・肥前町嘉藤地区で選跳の存在が確認された。

打上地区では土塀 1碁が検出された。この土城は熱を受け赤褐色に硬化変質していたが、 土

器の小片しか出土していないため時期は不明である。大，S地区 ・窯藤地区では旧石特～縄文時

代の土墟および遺物包含層が確認され、ナイフ形石器・彫器・土器片などが出土している。

【発掘調査］

旧石器時代・縄文時代

旧石器時代の遺跡の調査は塚原遺跡で遺物包含層 ・遺物集中地点が検出され、ナイフ形石器

剥片が出土している。ナイフ形石器には国府型ナイフが含まれており注目される。

縄文時代の遺跨の調査としては牛原前田遺跡，塚原遺跡で早期の遺物包含暦が検出され押型

文土岩が出土している。拾徳遺跡・八藤遺跡では後期の土城が検出されている。大野原遺跡・

坊所三本松逍跡では落し穴状遺構は検出されている。出土遺物がほとんどなく時代決定が困難

だが、県下では数少ない落し穴状遺構の資料として菰要である。琵琶原遺跡からは晩期の刻目

突帯文土器が出土している。

弥生時代

弥生時代の遺跡の調査は多く、特に神埼IIIT・ 佐賀市での謁査例の埒カIIが若しい。

集落跡としては、牛原前田遺跡・拾徳遺跡，八藤遺跡 ・塚原遺跡 ，小林遺跡・ 祇園JJ,ぶ遺跡・

馬郁遺跡・篠木野遺跳，琵琶原遺筋• 大野原遺跡，干布二本黒木遺跡・牟1IJ寄遺跡，要山遺跡・

坊所三本松遺跡から竪穴住屈跡 ・堀立柱建物跡， 土墟 ・円形周溝・溝跡などの遺構が検出され

ている。なかでも拾徳遺跡で確認された張り出し部を有する前期の溝跡は集落を囲む環濠とな

る可能性が強く注目される。坊所二本松遺跡では、潤査例の少ない中期前半の竪穴住居跡が、

検出されている。牛原前田遺跡，牟田寄選踪では後期の竪穴住居跡と堀立柱建物跡が多数潤査

されており、当時の集裕構成を知る上で重要な筏料となる。また、琵琶J原遺跡の土城から良好

な土器がまとま って出土しており 一括資料として孤要である。

猛地は、塚原遺跡・篠木野遺跡で売棺姦・ 土凛媒詳が検出されている。このうち、塚原遺跡

では廷地のほぼ全域を調査しており 、裳域の構成や変遷を知る上で多くの成果が得られた。こ

の墓地は集裕の北側にあり、中期を主体とする亮棺廷45基・土墟硲5基・祭祀遺構3基で構

成され東西に長い列埋葬であることが判明している。土凝哀から磨製石鏃がまとま って出土し

ており注目される。
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古墳時代

集浴跡は、 J:石勁遺跡 ・祇園原遺跡 ・篠木野遺跡・大野原遺跡 ・ホ田寄遠跡から竪穴住居跡 ・

井戸跨 ．掘立柱建物跡・溝跡 ・土坂が瀾査されている。このうち大野原遺跡から検出された外

側に周溝を巡らした4世紀の竪大住居跡および土吸は製鉄関連遺構（鍛治炉）と考えられ注目

される。祇園原遺跡では弥生終末期から古れ時代初頭にかけての竪穴住居詳がまとまって検出

されており当時の集落の光世 ・変遷を知る上で煎要である。牟田寄逍跡では、北東から南北方

向に一列に並ぷ瓶立柱建物跡が検出されており、倉射詳と考えられている。また、土凜から杯・

窃杯など須忠器の一括孜料が出土しており編年の好沼料となる。

i!ili'tは、窃柳大塚古tJ'I・山田遺跡・牛原前III遺跡・ 上石動遺跡から）前方後Pll!'t・P.llrtが調査

されている。高椰大塚古Jj'1は複座の横穴式石室を主1本部にもつ全長約28mの前方後円で、 6

世紀後半に築造され7世紀にかけて埋葬が行われたと考えられている。県内で最終段階に築造

された前方後円打の謂査であり重要である。山田遺跡では、平成2年度からの継絞した潤査で

横穴式石坐を主体部にも つ20基の古Jj'1が確認されている。このうち、 1基の古打は、全長6

m以上の大型石径を有し）.り具が副葬されており注目される。

古代 （奈良 • 平安時代）

拾徳遺跡・八藤遺跡・塚Ii;(遺跡 ・小林遺跡 ・祇ltll尿遺跡 ・柑野選跡・大野原遺跡 ・坊所三本

松逍跡から竪穴住居跡 ・ 掘立柱建物跡・ i'1跡・道路跡• 井戸跡 ・ 土墟• 土墟~-火葬秘が潟査

されている。拾徳迅跡では、溝跡から須忠器の土馬が出土しており 、水に関する祭祀が考えれ

ら注Uされる。八藤遺跡では、なら時代の道路跡の両側に 20棟以上の掘立柱建物跡が検出さ

れており、堤土塁と関連する官衛施設の存在も考えられる。塚原迅跡は南端を東西に宜道が走っ

ており 、 これに関述すると思われる近路跡・掘立柱述物跡 • 井戸跡 ・土城が検出されている。

主要な建物跡がffi側の宜辺に近い部分に分布することや、区面施設 ・出入口施設と考えられる、

辺路跡に直行する小穴群や溝跡の存在など、菰要な成果が上がっている。塚原遺跡に近接する

小林遺跡からは、平安時代 (9世紀末-J 0世紀）の土城や溝跡より長沙窯系の水注片や越州

窯系汗磁碗が出土しており注目される。大野原遺跡で検出された溝跡は、 官近の推定線上にあ

り閥溝である可能性が弥い。坊所二本松造跡では、奈良時代の集落が講査され、寵をもつ竪穴

住居跡 ・掘立往建物跳が検出されている。裕野選跡では、平安時代前期の店地が潤介され土城

硲より土師器の一括脊科が出土している。

中世 （鎌倉・ 室町時代）

集裕跡の潟査が多く、牛原前田遣跳• 土井外遺跡.J:. 石動遺跡・ 千布＿．．本黒木遺跡 ・窃木川

内迎跡から、掘立柱建物跡・柱穴・溝跡 • 井戸跡 ・土城などが検出されている。小林逍跳・ 祇

園原遺跡 ・市野遺跡・篠木野遺跡・観音遺跡 ・J:.早一本松遺跡からは．集落を巡る溝跡や集落
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を区画すると息われる溝跡 ・柵列および井戸跳 ・HI水路・溜め桝など集裕に関係する選構が検

出されている。

l 2 -J 3世紀の集落である土井外遺跡では、瓦器椀・ 土師器 ・翰入凶磁器と共に束播系須

恵器鉢が出土しており注目される。また、井戸筋より出土した和鏡は井戸の掘替や廃絶に伴う

水のf□仰 （祭祀）考える上で1't煎なft科となる。I3 -I 4世紀を中心とする荘極1村落と考え

られる千布二本黒木遥跳では建物跡が狭い範囲から集中して検出されており、屋敷地を区画す

る泊跡も検出されている。

¥地では、遠ノ江一本松遺跡から中世末から近世にかけての土墟袋・木棺猛が調企されてい

る。土坂硲は角材で長方形の枠を組み、その上に遺体を安沼し｀さらに追体の上に丸材を敷き

並ぺるという特殊なものであり ．当該期の葬送を考える上で砥要な沢料となる。

近世 （安土 ・桃山時代～江戸時代）

近世の造跡の潤査例は少なく、また潟査地Iiが限られていたため、遺跡の性格が不明なもの

が多い。 轡田燐跡 ・ 篠木野逍跡 ・ 琵琶原遺跡 ・ 観音遺跡から掘立往追物跡 • 井戸跡 ・溝跡 ・土

墟が腐査されている。このうち轡田逍跡では 17世紀後半-I 8世紀の揺立柱建物が、 観音逍

跡では屋敷を区面する溝跡が検出されている。
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